
１階平面図【現況】

２階平面図【現況】

３階平面図【現況】

４階平面図【現況】

５階平面図【現況】

西側立面図【現況・改修】

北側立面図【現況・改修】

東側立面図【現況・改修】

設計　株式会社マガミ企画設計 令和２年

表紙・図面リスト

図面番号

Ａ-０

Ａ-１

Ａ-２

Ａ-３

Ａ-４

Ａ-５

Ａ-６

Ａ-７

Ａ-８

Ａ-９

Ａ-10

Ａ-11

Ａ-12

Ａ-13

Ａ-14

Ａ-15

図面番号 図面番号 図面番号

図面リスト

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事

建築工事特記仕様書１

建築工事特記仕様書２

建築工事特記仕様書３

Ａ-16

Ａ-17

Ａ-18

Ａ-19

Ａ-20

Ａ-21

Ａ-22

Ａ-23

Ａ-24

Ａ-25

Ａ-26

Ａ-27

Ａ-28

Ａ-29

Ａ-30

Ａ-31

Ａ-32

Ａ-33

Ａ-34

Ａ-35

Ａ-36

Ａ-37

Ａ-38

Ａ-39

Ａ-40

Ａ-41

Ａ-42

Ａ-43

Ａ-44

Ａ-45

Ａ-46

Ａ-47

Ａ-48

Ａ-49

Ａ-50

Ａ-51

Ａ-52

Ａ-53

Ａ-54

Ａ-55

Ａ-56

Ａ-57

図面名称 図面名称 図面名称 図面名称

案内図・配置図

工事概要図

Ａ-58

Ａ-59

(２期工事)

Ａ-60

Ａ-61

外壁改修立面図１【改修】

外壁改修立面図２【改修】

外壁改修立面図３【改修】

外壁改修立面図４【改修】

外壁改修立面図５【改修】

外壁改修立面図６【改修】

外壁改修立面図８【改修】

外壁改修立面図７【改修】

外壁改修立面図９【改修】

外壁改修立面図10【改修】

外壁改修立面図11【改修】

矩計図【庁舎棟】【改修】

Ｒ階平面図１【厚生棟】【改修】

Ｒ階部分詳細図【厚生棟】【改修】

熱源機器置場展開図【厚生棟】【改修】

Ｒ階平面図２【町民ホール】【改修】

１階天井伏図【町民ホール】【改修】

雨水配管図【改修】

１階建具キープラン【現況】

２階建具キープラン【現況】

３階建具キープラン【現況】

４階建具キープラン【現況】

地下１階建具キープラン【現況】

建具表１【現況】

建具表２【現況】

地下１階建具キープラン【改修】

１階建具キープラン【改修】

２階建具キープラン【改修】

３階建具キープラン【改修】

４階建具キープラン【改修】

建具表１【改修】

建具表２【改修】

西側駐輪場詳細図１【改修】

西側駐輪場詳細図２【改修】

仮設計画図(参考)

ｽﾛｰﾌﾟ設置工事平面図【現況】

ｽﾛｰﾌﾟ設置工事平面図【改修】

ｽﾛｰﾌﾟ設置工事立面図【現況・改修】

ｽﾛｰﾌﾟ設置工事詳細図【改修】

外壁調査図１

外壁調査図２

外壁調査図３

外壁調査図４

外壁調査図５

外壁調査図６

外壁調査図７

外壁調査図８

外壁調査図９

表紙共６２枚



・外部足場　棚足場(議員控室下部ﾀｲﾙ天井面)

Ⅰ．工事概要

３．用途地域その他の地域

４．工事種目

建築物名称 工事種別 構造概要 建築面積（㎡） 延べ面積（㎡）

庁舎 鉄筋コンクリート造　５階建

工事仕様書

２．敷地面積　　：

5,904.70㎡

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

一級建築士登録第143670号 ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

鈴木　憲一 Ａ建築工事特記仕様書１ －

改修

工事の一時中止 　契約書第21条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、中止期中における
工事現場の管理に関する計画（以下「基本計画書」という。）を発注者に提出し、承諾
を受けるものとする。

　なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、職員の体制、労務者数、搬
入材料及び建設機械器具等の確認に関すること、中止に伴う工事現場の体制の縮小と再
開に関すること及び工事現場衣の維持・管理に関する基本的事項を明らかにする。

32

調査・試験に対する
協力

(1)
監督職員の指示によりこれに協力しなければならない。

(2)
には、次の各号に掲げる協力をしなければならない。

22 受注者は、発注者が自ら又は発注者が指定する第三者が行う調査及び試験に対して、

受注者は、当該工事が発注者の実施する公共事業労務費調査の対象工事となった場合

ア 調査票等に必要事項を正確に記入し、発注者に提出する等必要な協力をしなけれ
ばならない。

イ 調査票等を提出した事業所を発注者が、事後に訪問して行う調査・指導の対象と
なった場合には、その実施に協力しなければならない。

ウ 正確な調査票等の提出が行えるよう、労働基準法等に従い就業規則を作成すると
ともに賃金台帳を調製・保存する等、日頃より使用している現場労働者の賃金時
間管理を適切に行わなければならない。

エ 対象工事の一部について下請契約を締結する場合には、当該下請負工事の受注者
（当該下請工事の一部に係る二次以降の下請負人を含む。）が前号と同様の義務
を負う旨を定めなければならない。

よる不当要求又は工事妨害（以下「不当介入」という。）を受けた場合は、断固として
これを拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに警察に通報を行い、捜査

事故報告
もに、監督職員が指示する様式（工事事故報告書）で指示する期日までに提出しなけれ
ばならない。

不正軽油使用の防止
対策

(1) 本工事は、地方税法(昭和25年法律第226号)及び特定特殊自動車排出ガスの規制等に
関する法律(平成17年5月25日法律第51号)を遵守すること。

(2) 本工事で使用し又は使用させる軽油使用の車両(資機材等の搬出入車両を含む)並びに
建設機械等の燃料には規格（JIS）に合った軽油を使用すること。また、県が使用燃
料の抜き取り調査を行う場合には、現場代理人がこれに立ち会うなど協力を行うこと
。

過積載対策 ダンプトラック等による過積載等の防止については、次のとおりとする。

(1) 積載重量制限を超過して工事用資材を積み込まず、また積み込ませないこと。

(2) 過積載を行っている資材納入業者から、資材を購入しないこと。

(3) 資材等の過積載を防止するため、建設発生土の処理及び骨材等の購入等にあたっては
、下請事業者及び骨材等納入業者の利益を不当に害することのないようにすること。

(4) さし枠装着車、物品積載装置の不法改造をしたダンプカー及び不表示車等に土砂を積
み込まず、また積み込ませないこと。並びに工事現場に出入りすることのないように
すること。

(5) 過積載車両、さし枠装着車、不表示車等から土砂等の引き渡しを受ける等、過積載を
助長することのないようにすること。

(6) 取引関係のあるダンプカー事業者が過積載を行い、又はさし枠装着車、不表示車等を
土砂等運搬に使用している場合は、早急に不正状態を解消する措置を講じること。

(7) 「土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法」の目的
に鑑み、同法第12条に規定する団体等の設立状況を踏まえ、同団体等への加入者の使
用を促進すること。

(8) 下請契約の相手方は資材納入業者を選定するにあたっては、交通安全に関する配慮に
欠ける者又は業務に関しダンプトラック等によって悪質かつ重大な事故を発生させた
ものを排除すること。

(9) (1)～(8)のことにつき、下請業者における受注者を指導すること。

暴力団員等による不
当介入を受けた場合
の措置

(1)

上必要な協力を行うこと。

(2) (1)により警察に通報を行い、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかにその内
容を記載した書面により発注者に報告すること。

(3) 発注工事において、暴力団員等により不当介入を受けたことにより工程に遅れが生じ
るなどの被害が生じた場合には、発注者と協議を行うこと。
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　受注者は、工事の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督職員に報告するとと

上三川町が発注する建設工事（以下「発注工事」という。）において、暴力団員等に

環境対策 (1) 騒音・振動対策

設機械の指定に関する規定」(平成9年建設省告示第1536号)に基づき指定された建設
機械を使用するものとする。ただしこれにより難い場合は監督職員と協議するものと
する。

(2) 排出ガス対策

設機械を使用する場合は、「排出ガス対策型建設機械指定要領(平成3年10月8日付け
建設省経発第246号)」に基づき指定された排出ガス対策型建設機械又は同等の建設機
械を使用するものとする。ただしこれにより難い場合は監督職員と協議するものとす
る。

(3) グリーン購入法

踏まえ、必要とされる強度や耐久性、機能の確保、コスト等に留意しつつ、「国等に
よる環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律第100号。「グリーン購
入法」という）」第10条及び「栃木県生活環境の保全等に関する条例」第63条で定め
た「栃木県グリーン調達推進方針」に定められた特定調達品目の使用を推進するもの
とする。

27

　受注者は、工事の施工にあたり建設機械を使用する場合は、「低騒音・低振動型建

　受注者は、工事の施工にあたり「建設機械に関する技術指針」別表第3に揚げる建

　受注者は、資材、工法、建設機械又は目的物の使用にあたっては、事業毎の特性を

火災保険等 　火災保険、建設工事保険、組立保険又は土木工事保険等のうち1以上に加入する。

　契約期間の始期は、材料（仮設、型枠材を除く）搬入時以前とし、終期は、工事目的
物（分離発注に於いては、引き渡しが最後となる工事目的物）の引き渡しの翌日までと
する。

　保険契約の締結後、その証券の写しを監督職員にすみやかに提出する。

下請負人の選定及び
工事材料の選定

◎
中から選定するよう努めること。

◎
合すると認められる場合は、優先して使用するよう努めること。　

電子納品 ◎

◎ 貸与するCADﾃﾞｰﾀを該当工事における施工図又は完成図の作成のため以外には使用し
てはならない。

書面における署名及び捺印の取り扱い　◎監督職員との協議による

交通安全管理
第72号)の交通誘導を行う場合は、その現場ごとに交通誘導警備業務に係る一級検定合格
警備員又は二級検定合格警備員を1人以上配置しなければならない。
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受注者は、下請負契約を締結する場合、当該契約の相手方を県内に本店を有する者の

受注者は、県内で産出、生産又は製造される資材等の規格品質等が本設計の仕様に適

　受注者は、栃木県公安委員会が定める路線（平成18年11月30日栃木県公安委員会告示

適用基準は「電子納品運用に関するガイドライン(案)(第10版）」とする

　設計CADﾃﾞｰﾀの貸与　・無し　◎有り（著作者名　株式会社マガミ企画設計　）

設計GL 監督職員の指示による21

他工事との取合い 　別表 - 1 によるが、設備機器の位置、取り合い等の検討のできる施工図を提出して、
監督職員の承諾を受ける。

20

規制対象外

ア ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆品

イ 建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

ウ 下記表示のあるＪＡＳ規格品

(ｱ) 非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤使用

(ｲ) 接着剤等不使用

(ｳ) 非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散させない材料使用

(ｴ) ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散しない塗料等使用

(ｵ) 非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散させない塗料使用

(ｶ) 非ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ系接着剤及びﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを放散させない塗料等使用

第三種

ア ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆規格品

イ 建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品

ウ 旧ＪＩＳのＥｏ品

エ 旧ＪＡＳのＦｃｏ品

特別な材料の工法 　改修標仕及び標仕に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定する工
法とする。

施工数量調査 調査範囲及び調査方法 ･ 図示 (1.5.2)

既存部分の破壊を行った場合の補修方法 ･ 図示 (1.5.3)
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化学物質を発散する
建築材料等

(1.6.9)

　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能
を有すると共に、次の(1)から(5)を満たすものとする。

(1)

デヒドを発散させないか、発散が極めて少ないものとする。

(2)

(3)

(4)
発散が極めて少ないものとする。

(5)

12

合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ
クルボードその他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアル

極めて少ないものとする。
保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散させないか、発散が

接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない
難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼ
ンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、

(1)、(3)及び(4)の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什

設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。
器等は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。また、

内装改修工事 ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業

・ｶｰﾍﾟｯﾄ系床仕上げ作業

・ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ工事作業

・鋼製下地工事作業 ・塗装作業

・大工工事作業

塗装改修工事

耐震改修工事 ・型枠工事作業

・とび作業 ・鉄筋組立作業

ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ ・ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ工事作業

ALCﾊﾟﾈﾙ工事 ・ｴｰｴﾙｼｰﾊﾟﾈﾙ工事作業

石工事 ・石張り作業

植栽工事 ・造園工事作業

16 化学物質の濃度測定 　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、
スチレン、パラジクロロベンゼンの濃度を測定し、監督職員に報告する。

・左官作業

・ﾀｲﾙ張り作業

・建築塗装作業

・構造物鉄工作業

(1.6.2)

技能士 適用工事種別 技能検定の種別

防水改修工事

ウレタンゴム系塗膜防水作業

・ アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・ 合成ゴム系シート防水工事作業

塩化ビニル系シート防水加工作業

・ セメント系防水工事作業 ・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業

改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ工法防水工事作業

・ FRP防水工事作業 ・ 左官作業 ・ 内外装板金作業

外壁改修工事 ・ 左官作業 ﾀｲﾙ張り作業 建築塗装作業

建具改修工事 ビル用サッシ施工作業 ・ ガラス工事作業

・ 自動ドア施工作業
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アスファルト防水工事作業

◎

◎

◎ ・

◎

・

(1.6.9)

採取方法 ◎パッシブ型 ・アクティブ型

着工前の測定 ◎行わない ・行う

測定対象室 ・図示 ・　　

測定箇所数 ・図示 ・　　

報告の様式等については監督職員の指示による

完成図等 ◎作成する ・作成しない (1.8.2)

◎完成図　　◎製本 提出部数　◎2部　　・　　部　陽画複写2つ折り製本

◎施工計画書等 提出部数　◎1部　　　　・　　部

◎施工図 提出部数　◎1部　　　　・　　部

◎保全に関する資料 提出部数　◎1部　　　　・　　部
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提出部数　（ 2 ）部　　　　　　　　　◎ＣＤ－Ｒ

完成写真 下記のものを監督職員に提出する。ただし原版は撮影業者の保管とする。

分類・規格 撮影箇所数 提出部数 原版の大きさ（mm）

◎ 2 　 ◎ 100×125以上

・ 24×36

・カラー半切木製パ 外部（ ）内部（ ） ◎2

ネル 324×400mm

外部（ ）内部（ ） ◎2 ◎ 428万画素以上

◎ 350dpi以上

　100×125以上の原版を使う場合は、監督職員にあらかじめべた焼きを提出して確認を
受ける

　電子データはJPEG形式としCD-Rにて提出する。

撮影業者　 ◎監督職員の承諾する撮影業者（ただし建築完成写真撮影の実績のある業
者とする）
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◎電子データ

◎カラー　　

・キャビネ版

・べた焼き（他に外観正面1ｶｯﾄ5枚(ｶﾗｰｷｬﾋﾞﾈ版)提出

外部（2）内部（4）

撮影箇所については監督員に承認を得る事。

施工図等の取扱い18 施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

再生骨材の品質確
保について

本工事に再生骨材を利用する場合は、｢再生クラッシャーランの品質確保に関する当面の
措置について｣(平成15年9月16日栃木県県土整備部技術管理課)により、現場搬入時に目
視確認を行い、｢再生クラッシャーラン(RC材)品質確認状況報告書｣を作成の上、速やか
に監督職員に提出するものとする。
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章 項 目 特 記 事 項

1 1 適用基準等 建築工事標準詳細図

敷地調査共通仕様書

一 ◎

般

共

2 工事実績情報の登録 （1.1.4）

通

事

項

発生材の処理等 [発生土] （1.3.8)

・ 構内（建物周り）敷均し ・ 構内指示の場所に敷均し

・ 構内指示の場所にたい積 ・ 構外指示の場所にたい積

たい積場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

◎ 上記に指定されていないものは、改修標仕1.3.8及び「建設廃棄物処理指針」（平成13年
6月制定）によるほか、下記により構外に搬出し適切に処理する。

(1) 建設副産物実態調査要領に基づき、本工事に係る再生資源利用計画書及び再生資源利
用促進計画書を作成し、施工計画書に含めて提出すること。また、工事完成後速やか
に上記計画書の実施状況について、再生資源利用実施書及び再生資源利用促進実施書
を作成し、電子データと共に提出する。なお、これらの記録を工事完成後１年間保存
しておくこと。

(2) 建設副産物の処理に先立ち、「建設副産物処理承認申請書」により監督職員の確認を
受け、同申請書を提出すること。

(3) 建設副産物の処分にあたって、提出事業者（元請業者）は処理業者と建設副産物処理
委託契約を締結し、その契約書の写しを提出すること。

なお、収集運搬業務を収集運搬業者に委託する場合は、別に、収集運搬業者と建設廃
棄物処理委託契約を締結し、その契約書の写しを提出すること。

(4) 建設副産物処理完了後速やかに「建設副産物処理調書」を作成し、監督職員に提出す
るとともに、実際に要した処理等を証明する資料（受け入れ伝票、写真、位置図、経
路図等）を提示し確認を受けること。

(5)

[発生土以外の発生材]

・ 引渡しを要するもの ・ 有 名称（　　　　　） ・ 無

・ 特別管理型産業廃棄物 ・ 有 名称（　　　　　） ・ 無

処理方法（　　　　　　　　　）

再利用及び再資源化を図るもの 有 無

建設廃棄物については、産業廃棄物処理における「産業廃棄物管理票（マニフェスト
）」の交付されたもの及び回収した各票を監督職員に提示し確認を受けること。
なお、回収したマニュフェストについては、廃棄物の処理及び清掃に関する法を踏ま
えて適切に保存すること。

には、その写しを直ちに監督職員に提出しなければならない。なお、変更時と完成時の
間が10日間に満たない場合は、変更時の提出を省略出来るものとする。

　受注者は、受注時又は変更時において工事請負代金が500万円以上の工事について、工
事実績情報サービス（CORINS)に基づき、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報とし
て「登録のための確認のお願い」を作成し監督職員の確認を受けた上、次に示す期間内
に登録機関へ登録申請を行う。

(2)登録内容の変更時　変更契約締結後10日以内
(1)工事受注時　　　　契約締結後10日以内

(3)工事完成時　　　　工事完成後10日以内

み登録するものとする。）
（ただし、工事請負代金額500万円以上2,500万円未満の工事については、受注・訂正の

なお、変更登録は、工期、技術者等に変更が生じた場合に行う。

建築物におけるコンクリートの品質管理実施要領

栃木県土木部技術管理課(平成14年12月)

建設工事時伴う騒音振動対策技術指針

手すり先行工法に関するガイドライン 厚生労働省 (平成21年4月)

建設省大臣官房技術参事官通達(S62.3改正)

　また、(財)日本建設情報総合センター発行の「登録内容確認書」が受注者に届いた際

◎

◎

◎

◎

◎

◎ 名称（石膏ボード）・ ◎

構外搬出適切処理・

5 品質計画 ◎ 建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による (1.2.2)

◎

◎

・ 積雪区分　建告示第1455号　別表（　　）

6 電気保安技術者 ◎ 要 ・ 不要 (1.3.3)

7 条件明示項目 (1.3.5)

　内容決定次第施工する事とする

・外壁面の事前調査を行い、各数量が決まり次第打合せを行い、

4 建設リサイクル法 　「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（以下「建設リサイクル法」という
。）に定める対象建設工事に該当する場合は、建設リサイクル法に基づき特定建設資材
の分別解体及び再資源化の実施について、適正な措置を講ずるとともに、分別解体・再
資源化等が完了したときは、建設リサイクル法第18条に基づき、監督職員に報告するこ
と。

8 材料の検査に伴う試
験

構造体コンクリートの強度試験及び鉄筋のガス圧接部の引張り試験は下記の機関による
。

(1.4.5)

(1)

(2) 足利工業大学

(3) (株)中研コンサルタント　栃木技術センター

(4)

9 建築材料 　本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものと
しJIS及びJASマークの表示のない材料及びその製造者等は、次の(1)～(6)の項目を満た
すものとする。

(1) 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

(2) 生産施設及び品質の管理が適切に行なわれていること。

(3) 安定的な供給が可能であること。

(4) 法令等で定める許可、認可、認定又は、免許等を取得していること。

(5) 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

(6) 販売保守等の営業体制が整えられていること。

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有すること
の証明となる資料を監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

　また、本工事に使用する材料等のうち、特定のものが特記された場合は、設計図書に
規定するもの又はこれらと同等のものとする。ただし、同等のものとする場合は、同等
品等使用願を監督職員に提出し承諾を受ける。

　なお、同等品の中で、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等品

。）に記載されている製造所の材料を選定した場合は、設計図書に規定するものと同等
と取り扱い、主要資材使用通知書により監督職員に通知する。

(公財)とちぎ建設技術センター

質性能評価事業　建築材料等評価名簿（平成25年度版）」（以下、「評価名簿」という

栃木県生コンクリート技術センター

(1.4.2)

合法木材の確認 製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、グリーン購入法の基本方
針の判断の基準に従い、あらかじめ、｢木材・木材製品の合法性、持続可能性の証明のた
めのガイドライン｣(林野庁 平成18年2月15日)に準拠した証明書を監督職員に提出する。
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3

２． 特記仕様

(1) 項目名（又は章名）を取り消し線（項目名）で削除した項目（又は章）は適用しない。

(2) 特記事項で●印、◎印、・印のある場合の適用は下記による。

●印の付いた仕様は全て適用する。

●印の付かない場合は、◎印の付いた仕様を適用する。

・印のみの仕様は適用しない。

(3) 特記事項に記載の（　．　．　）内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は表を示す。

特記事項に記載の（標仕　．　．　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は表を示す。

(4) 製造所名は五十音順とし、「株式会社」等の記載は省略する。

また、（　　　　）内は製品名を示す。

(5) [G]印は、「栃木県グリーン調達推進方針」の特定調達品目を示す。

１． 　設計書、図面、特記仕様書及び現場説明書（質問回答書を含む）に記載されていない事項は、すべて国土

改修標仕」という。）による。また、改修標仕に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部

による。
(1) 質問回答書（(2)から(5)に対するもの）

(2) 現場説明書

(3) 特記仕様書

(4) 図面及び設計書

(5) 改修標仕及び標仕

Ⅲ．建築工事仕様

Ⅱ．改修概要

改修概要

仮設工事

外壁改修

防水改修

・養生、清掃

・外部足場　枠組足場

・外部足場　単管足場(ｴﾀﾆｯﾄ瓦部)

・外壁面事前調査

・ﾀｲﾙｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

・ﾀｲﾙ浮き補修　ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法

・ﾀｲﾙｸﾗｯｸ補修　自動式低圧樹脂注入工法

・ﾀｲﾙ欠損部ﾀｲﾙ貼替え　ﾀｲﾙ支給品

・外壁目地ｺｰｷﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)　打替工法

・窓廻りｺｰｷﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)　打替工法(小窓のみ)

・天井面ﾀｲﾙ補修　ﾈｯﾄﾊﾞﾘﾔｰ工法(ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗り)(議員控室)

・既存ﾓﾙﾀﾙ仕上げﾓﾙﾀﾙ補修(ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Aｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品)

・機械室、議場屋根　既存残し　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Sｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

・ﾄｲﾚ、ｻｰﾊﾞｰ室屋根　既存残し　改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水(ﾄｰﾁ工法)

・議員控室　既存撤去　改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水(ﾄｰﾁ工法)

・委員会室　既存撤去　改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水(ﾄｰﾁ工法)

・南東西面　ｱﾙﾐ笠木新設　W250・W350

・職員会議室屋根　既存ｱﾙﾐ笠木ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

・雨樋　既存残し　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Aｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

・ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ撤去・新設

庁舎 外壁・ 建具 ・屋上 防水 改修工 事

・内部　脚立足場

１

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ雨樋　新設

2020年5月

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ

外壁改修

　　　　　保護塗膜塗り　ｱﾄﾑﾒﾀｾﾗｼﾘｺﾝ塗り　同等品

・ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ　ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

・目地ｺｰｷﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)　打替工法

・窓廻りｺｰｷﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)　打替工法

・ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ上部　塗布防水　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Mｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

・ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ側面下部　腐食変形補修

ｴﾀﾆｯﾄ

瓦葺改修

・塗膜塗り　ｱﾄﾑﾒﾀｾﾗｼﾘｺﾝⅡ塗り　同等品

建具改修 ・アルミニウム製建具

・カバー工法で取替

・ブラインド縦型

・１階網戸(SUS)

交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（平成31年版）」（以下「

監修の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（平成31年版）」（以下、「標仕」という）及び国土交通
省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事共通仕様書・同解説（平成31年度版）」により、優先順位は次

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 (令和元年版)

営繕工事写真撮影要領

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 (令和元年版)

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修 (平成31年版)

地表面粗度区分（　・Ⅰ　・Ⅱ　●Ⅲ　・Ⅳ）

風速（Ｖo＝　30m/s）

１．工事場所　　：　　栃木県河内郡上三川町しらさぎ１丁目１番地

・内部　仮設間仕切り(両面仕上げ)

◎

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(2期工事)



・

章 項 目 特 記 事 項

2 1 監理事務所 設ける 設けない (2.4.1)

監理事務所の規模 備品（　　　　　　）

仮 10㎡程度 ・ 20㎡程度 ・ 35㎡程度 ・ 65㎡程度 ・ 100㎡程度

設 2 工事用水 構内既存の施設 利用できない 利用できる （ ◎ 有償 ・ 無償 ）

工 3 工事用電力 構内既存の施設 利用できない 利用できる （ ◎ 有償 ・ 無償 ）

事 4 足場その他 内部足場 種別 脚立、足場板等

外部足場 種別 Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 Ｄ種

手すり先行足場 (2.2.1)

◎ 適用する ・ 適用しない

　足場を設ける場合は、｢手すり先行工法等に関するガイドライン｣により、｢働きや
すい安心感のある足場に関する基準｣に適合する足場とし、足場の組立て、解体又は
変更の作業時及び使用時には、｢手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準｣
の2の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。なお、こ
れにより難い場合は監督職員と協議すること。

防護シートによる養生 ◎ 行う ・ 行わない

材料、撤去材等の運搬 ・ Ａ種 ◎ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種 ・ Ｅ種

5 養生 既存部分の養生 ◎ ビニールシート等 (2.3.1)

既存家具等の養生 ビニールシート等

固定家具等の移動 行わない 行う（図示）

6 仮設間仕切 仮設間仕切り等の種別 (2.3.2)

種別 下地 仕上材（厚さ㎜） 充填材（厚さ㎜) 塗装

・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ（㎜)

・木下地 ・片面

単管下地 防炎シート

仮設扉

・鋼製扉 ・片面フラッシュ程度 ・有り

3 1 アスファルト防水

防

水

改

修

工

事

・ Ｅ種

・

・

◎

◎

・C種

・木製扉 ・合板張り程度

・

◎・

・

・B種

・軽量鉄骨

・無し

◎

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

一級建築士登録第143670号 ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

鈴木　憲一
－ Ａ

・

・

・

保 ・P1B

護 ・P1BI ・T1BI

防 ・P2AI

水 ・P2A

露出 ・M4C

防水 ・M3D ・P0D

露出

防水 ・P0DI ・M3DI ・M4DI

断熱

屋内
・P1E ・P2E

防水

アスファルトの種類 ◎3種 （3.2.2）（3.3.2）

施工箇所

・B－1 ◎B－2

・BI－1 ◎BI－2

・AI－1 ◎AI－2

・A－1 ◎A－2

・C－1

・D－1

・DI－1 ◎DI－2

・E－1 ◎E－2

（保護層は図示による）

・B-3

・BⅠ-3

・AⅠ-3

・A-3

◎C－2

◎D－2

・C-3 ・C-4

・D-3 ・D-4

・

・

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による

粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

※改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による

保護コンクリートのコンクリート種類 ◎無筋コンクリート （3.3.2）

P0D工法の改修用ドレン ◎設けない ・設ける （3.2.5）

M3D、P0D工法の脱気装置 ◎設けない ・設ける （3.3.3）

P1E、P2E工法の保護層 ◎設けない ・設ける （3.3.3）

既存露出防水層表面の仕上げ塗装（M４C工法の場合） ・除去する （3.2.6）

断熱工法の断熱材 厚さ（㎜） ◎25 ・ （3.3.2）

ただし、ノンフロンのもの[Ｇ]

立上り部の保護

・れんがの種類 ◎普通れんが（JISR1250）

・乾式保護材の材料 ◎押出成形セメント板厚さ15㎜

屋根防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱材の張りじ

ま い 位 置 　 　 　 　 ※ 図 示 　 　 ・

・屋根排水溝　　　 ※図示

※アスファルトルーフィング類製造所の指定による脱気装置の種類及び設置数量

工法 種別

（3.3.2,3）（表3.1.1）（表3.3.3～10）

2

・M4AS工法

・M3AS工法

・P0AS工法

・M3ASI工法

・M4ASI工法

・P0ASI工法

脱気装置 ◎設けない ・設ける 防湿層 ◎設けない ・設ける

・AS－T1・AS－T2・AS－J3

・AS－T3・AS－T4・AS－J2

・AS-J4

・ASI－T1・ASI－ J1

施工場所

・

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による ・

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

※改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による

工法 種別

（3.4.2）（表3.1.1）（表3.4.1,3）

◎庁舎棟

改質アスファルトシ
ート防水

合成高分子系ルーフ
ィングシート防水

使用分類

・P0S工法 ◎非歩行

・S4S工法 ・軽歩行

・S3S工法

・M4S工法

・P0SI工法

・S3SI工法

・S4SI工法

・M4SI工法

脱気装置 ・設ける ・設けない （3.5.3）

目地処理 PCコンクリートの場合（　　　　　　　　　　　　） （3.5.4）

3
仕上げ塗料等

・カラー

・シルバー

ルーフィングシートの種類及び厚さ

※改修標準仕様書表3.5.1から表3.5.2による ・

※ルーフィングシート製造所の指定による ・

4 塗膜防水 （3.6.3）（表3.1.1）（表3.6.1）

施工場所 仕上げ塗料塗り

・POX工法 ・X－1 ・シルバー

・L4X工法 ・X－2 ・カラー

・P1Y工法

・L2Y工法 ・Y－2

既存塗膜防水層表面の仕上げ塗装（L4X工法の場合） ・除去する （3.2.6）

（3.6.3）

・Y－2

脱気装置の種類及び設置数量

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄ系塗膜防水の保護層 ･ 設けない ・ 設ける

脱気装置の種類及び設置数量 ※主材料製造所の指定による ・

工法 施工場所

・SI－M3

種別

・SI－M1 ・SI－M2

・SI－F1 ・SI－F1

・S－M1 ・S－M2 ・S－M3

・S－F1 ・S－F2

・S－F2 ・S－M2

・S－F1 ・S－M1

・S－M3

（3.5.2,3）（表3.5.1,2）

工法 種別

◎庁舎棟

シーリング シーリング改修工法の種類 （3.1.4）（表3.1.2）

・シーリング充填工法

・拡幅シーリング再充填工法 ・ブリッジ工法

シーリング材の種類、施工箇所 （3.7.2）（表3.7.1）

◎下表以外は、改修標仕表3.7.1を標準とする

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

5

◎シーリング再充填工法

接着性試験 ◎簡易接着性試験 ・引張接着性試験

外部 MS-2

◎行わない

・行う

鋼管製といの防露 [G] （3.8.3）（表3.8.5）

・次の箇所は行わない（　　　　　　　　　　　　　）

ロックウール保温筒及びフェノールフォーム保温筒のホルムアルデヒドの放散量

◎規制対象外 ・第三種

掃除口 ◎有り ・無し

縦どい受け金物の取付け ◎図示 ・標仕13.5.3(d)(2）による （3.8.3）

とい といの材種

◎配管用鋼管 ・硬質塩化ビニル管

・リサイクル硬質ポリ塩化ビニル発泡三層管(RF-VP)

（ 3.8.2）（表3.8.1）6

アルミニウム製笠木
（3.9.2）（表3.9.1）

種類 呼称肉厚(mm) 表面処理 固定間隔 備考

・250形 1.6以上

固定方法及び間隔は
品質計画で定めたも
の

隅角部及び突当たり
部等の役物は本体製
造所の仕様による。

・300形 1.8以上

・350形 2.0以上

板材折曲げ形の取付け工法 ・図示 （3.9.3）

工法 既存笠木等の撤去 ・行う（範囲　◎図示　・　　　　　）

下地補修の方法 ◎図示

板材折り曲げ形の笠木の取付方法 ◎図示

長尺金属板葺き （標仕13.2.2）（表13.2.1）（13.2.3）

屋根葺形式 長尺金属板の種類 板厚（㎜）

・ ◎塗装溶融55%アルミニウム－亜鉛合金めっき ◎0.4

銅板及び鋼帯（CGLCCR-20-AZ150）

・

折板葺 （標仕13.3.2～3）（標仕表13.2.1）

形式 ◎重ね形 ・はぜ締め形 ・かん合形

形状(㎜) 山高（　　　） 山ピッチ（　　　） 板厚　◎0.6　・0.8

材料 ◎ 塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（CGLCCR-20-AZ15
0）（規格等）

・

軒先面戸板 ◎有り ・無し

断熱材 ◎有り（種類：　　　　　　　厚さ：　　　mm） ・無し

耐火性能 ◎30分耐火 ・無し

種別（　）種

着色（・ｱﾝﾊﾞｰ

・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ
・ﾌﾞﾗｯｸ系

・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

7

8

9

・ 0.5

建

具

改

修

工

事

9 ステンレス製建具 簡易気密型ドアセットの適用は建具表による （5.2.2）(5.4.2)(5.6.2～4)

耐風圧性能の適用は建具表による

施工箇所 鋼材の種類

屋外 ◎ SUS304,SUS430J1L,SUS443J1

屋内 ◎ SUS430,SUS304,SUS430J1L,SUS443JI

表面仕上げ ◎HL仕上げ ・鏡面仕上げ ・

曲げ加工 ◎普通曲げ ・角出し曲げ（補強有り）

特定防火設備の戸 ・適用する

（5.8.2,3）（表5.8.1～3）

（5.9.3）（表5.9.1）

（標仕16.7.2）

（標仕表16.7.3）

（標仕16.7.2）

（5.7.4）

（5.7.2,3）（表5.7.1～3）

ふすまの上張り ◎新鳥の子又はビニル紙程度（押入等の裏面は除く）

・鳥の子

自動ドア開閉装置 ◎製造所標準製作規定寸法許容差による

開閉方法 センサの種類

◎スライディングドア ・マットスイッチ

・スイングドア ◎光線スイッチ

・熱線スイッチ

・多機能トイレスイッチ

・音波スイッチ

・光電スイッチ

・

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

製造所 評価名簿による

自閉式上吊り引戸装
置

品質規格

・製造所標準仕様による

製造所 評価名簿による

11 ◎改修標仕5.9.1による

木製建具 かまち戸の樹種 かまち（　　　　　　） 鏡板（　　　　　　）12

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量

◎既製対象外 ・第三種

・

公共住宅の内装ドアの品質及び性能

公共住宅の量産ふすまの品質及び性能

・

建具用金物 マスターキー ◎製作する ・製作しない

建具用金物

13

錠類はシリンダー箱錠（レバーハンドル）とする

なお、錠前類は建具製作所の指定するものとし、監督職員の承諾を受ける

吊金物

・丁番(内部建具については、軸を鉄芯としてもよい）

・ピポットヒンジ

10

・品質・性能基準による

・品質・性能基準による

●上部手動式◎上部電動式（手動併用）

（表5.11.2）

（5.11.2）（表5.11.1）・上部電動式（手動併用）◎手動式開閉形式軽量シャッター18

（5.11.3）スラット 材質 ・JIS G 3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯)

めっき付着量（◎Z06又はF06  ・　　　　　）

・JIS G 3322(塗装溶融-55%アルミニウム合金めっき鋼板)

めっき付着量（◎AZ90   ・　　　　　　　）

形状 （5.11.4）◎インターロッキング形

・オーバーラッピング形

・ステンレス製SUS304（厚さ1.5㎜）◎鋼板製ガイドレール等

シートの種類　●樹脂コーティング耐熱ガラスクロス

◎障害物感知装置（自動閉鎖型）危害防止機構

（5.10.2）

（5.10.2）

・設けない◎設ける管理用シャッターのシャッターケース

スラット及びシャッターケース用鋼板

・JIS G 3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板)

鋼板の種類　　・JIS G 3302(溶融亜鉛めっき鋼板)

めっきの付着量　◎Z12又はF12

開閉機能

◎屋内用防煙シャッター

耐 風 圧 強 度

耐風圧強度（　　　　）N/㎡

耐風圧強度（　　　　）N/㎡・管理用シャッター

・屋内用防火シャッター

・外壁用防火シャッター

シャッターの種類

重量シャッター17 （5.10.2,3）（表5.10.1）

オーバーヘッドドア19

ガイドレールの材質収納形式開閉方式セクション材

・バーチカル形

（SUS304)・ハイリフト形・電動式・ファイバーグラスタイプ

・ステンレス鋼板・ローヘッド形・チェーン式・アルミニウムタイプ

◎溶融亜鉛めっき鋼板・スタンダード形◎バランス式◎スチールタイプ

耐風圧性能（   　　　）Pa

・ガラスブロック

（5.13.2～4）◎建具表による

不可・可・

ｼﾙﾊﾞｰ◎色彩D型・C型・B型・A型◎

ﾌﾞﾛﾝｽﾞ）・ｼﾙﾊﾞｰ◎色彩E型◎使用する（・

使用しない◎

ステンレス◎

・ステンレス◎

（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ステンレス

102×2.0

◎

◎

材質

材質

形状、寸法

材質

形状、寸法

木製建具用丁番

・

内装扉用戸当

金属製建具用丁番

・品質・性能基準による

ｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝｷｰの使用

玄関扉用ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ

内装扉用ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ

(公住仕16.8.2,4)

・

各住戸玄関扉用及び内装扉用ドアクローザの品質及び性能

・品質・性能基準による

各住戸玄関扉用及び勝手口扉用錠前の品質及び性能

公共住宅の各住戸建具用金物

（5.13.2）（表5.13.1）

16

品質 JIS A 5759による

D1飛散防止率・外張り◎内張り第2種◎ガラス用飛散フィルム

性能値張り面種類名称ガラス用フィルム

改修標仕5.13.3以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は(社)日本建築学会JA

職員に提出する。
SS17ガラス工事「3.1納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料を監督

15

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能を有するものとする。

◎シーリングステンレス製

◎シーリング鋼製及び鋼製軽量

・ガスケット（FIX部はシーリング）◎シーリングアルミニウム製

材種建具の種類

ガラス留め材

溝
ガラスの留め材及び

14

・有りカラー（　　）・・乳白

◎無し熱線反射・◎クリア

防火認定パターン色調寸法（mm）

ガラス

4

1 施工数量調査 調査範囲 （1.5.2）

調査内容

外 ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有
無及び錆汁の流出の有無を調査する。壁

改 モルタル壁仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、また欠
損部の形状寸法等を調査する。修

工 コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

事
塗り仕上げについては、コンクリート又はモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面
に表示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

共

通 調査報告書の部数 ◎2部

事

項 2 改修材料
既製調合モルタル、パテ状エポキシ樹脂、可とう性エポキシ樹脂、タイル部分張替え工
法用材料、エポキシ樹脂モルタル、ポリマーセメントモルタル、吸水調整材等の材料は
評価名簿による。

・ポリマーセメントスラリー

広がり速度 長さ変化率 引張接着性 曲げ性能 吸水性 耐久性

（cm/s） （収縮） （材齢28日） （材齢28日） （72時間） （劣化曲げ強さ）

3以上 3％以下 0.5N/mm2以上 5.0N/mm2以上 15％以下 5.0N/mm2以上

保水係数 0.35～0.55

粘調係数 0.50～1.00

◎図示の範囲・外壁改修範囲

（4.1.4）（4.3.4～6）-1 1 ◎樹脂注入工法

注入工法の種類 ひび割れ幅（mm） 注入口間隔（mm） 注入量（ml/m） 備考

外 ◎ 自動式低圧エポキシ
樹脂注入工法

0.2以上～1.0未満 ◎200～300 ◎

壁 ・ ・

改 ・ 手動式エポキシ樹脂
注入工法

0.2以上～0.3未満 ◎50～100 ◎40 ・

修 0.3以上～0.5未満 ◎100～200 ◎70 ・

工 ・ 機械式エポキシ樹脂
注入工法

0.5以上～1.0未満 ◎150～250 ◎130 ・

事

注入材料

コ ◎ 建築補修用注入エポキシ樹脂（JISA6024低粘度形又は中粘度形） （4.2.2）

ン 検査（コア抜取り） ◎行わない

ク ・行う（抜取り後の補修方法：）

リ ・Uカットシール材充てん工法 （4.1.4）（4.2.2）（4.3.5）

ー

充てん材料 品質・規格等 備考

ト ・シーリング用材料 ◎ １成分形又は２成分形ポリウ
レタン系シーリング材

ポリマーセメントモルタ
ルの充てん打

ち ・ ◎行わない ・行う

放 ・可とう性エポキシ樹脂

し ・シール工法 （4.1.4）（4.2.2）（4.3.6）

仕 ・パテ状エポキシ樹脂

上 ・可とう性エポキシ樹脂

げ 2 欠損部改修工法 ◎充てん工法 （4.1.4）（4.2.2）（4.3.7）

外 ・エポキシ樹脂モルタル

壁 ・ポリマーセメントモルタル

ひび割れ部改修工法

-2 1 既存モルタル塗りの
撤去

外

壁 2 ・ 既存モルタル撤去工法（範囲は図示　撤去部分の補修は、3.欠損部改修工法による）

改 ◎ 樹脂注入工法 （4.1.4）（4.4.2）（4.4.5）

修 （◎既存モルタル面・既存躯体コンクリート面）

工 注入工法の種類 ひび割れ幅（mm） 注入口間隔（mm） 注入量（ml/m） 備考

事 ◎ 自動式低圧エポキシ
樹脂注入工法

0.2以上～1.0未満 ◎200～300 ◎

・ ・

モ ・ 手動式エポキシ樹脂
注入工法

0.2以上～0.3未満 ◎50～100 ◎ 4 0

ル 0.3以上～0.5未満 ◎100～200 ◎ 7 0

タ ・ 機械式エポキシ樹脂
注入工法

0.5以上～1.0未満 ◎150～250 ◎ 1 3 0

ル

注入材料

り ◎ 建築補修用注入エポキシ樹脂（JISA6024低粘度形又は中粘度形） （4.3.4）

仕 検査（コア抜取り） ◎行わない

上 ・行う（抜取り後の補修方法：　　　　　　　　　　）

げ （4.1.4）（4.2.2）（4.3.5）

外 充てん材料 品質・規格等 備考

壁 ・ シーリング用
材料

◎ １成分形又は２成分形ポリ
ウレタン系シーリング材

ポリマーセメントモルタルの充てん

◎行わない ・行う

・ 可とう性エポ
キシ樹脂

・シール工法 （4.1.4）（4.2.2）（4.4.7）

（◎既存モルタル面・既存躯体コンクリート面）

・パテ状エポキシ樹脂

・可とう性エポキシ樹脂

・既存塗り仕上げ材の撤去及び補修

（◎シール工法の範囲・　　　　　　　　　　　　　）

ひび割れ部改修工法

◎行う（・全面 ◎図示の範囲）

塗

◎Uカットシール材充てん工法

欠損部改修工法 既存モルタル面の欠損部

充てん材料 品質・規格等 備考

・充てん工法 ポリマーセメントモルタル

・モルタル塗替え工法 改修標仕4.2.2（g）による 塗り厚25mmを超える場合の補強

◎行う ・行わない ・図示

既製目地材 ・適用する（形状　◎図示　・　　　　　　　　　　） （4.2.2）

浮き部改修工法 （4.1.4）（4.4.10～15）（表4.4.8～9）

改修工法の種類
ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞの本
数（本/㎡）

注入口の箇所数
充てん量

（モルタルを撤去しない場合） 一般部 指定部 一般部 指定部 注入量

・ アンカーピンニング部分 ◎16 ◎25 ◎25ml

エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・

・ アンカーピンニング全面 ◎13 ◎20 ◎12 ◎20 ◎25ml

エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・ ・ ・

・ ◎13 ◎20 ◎12 ◎20 ◎25ml

・ ・ ・ ・ ・50ml

・ 注入口付アンカーピンニング部分 ◎9 ◎16 ◎25ml

エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・

・ 注入口付アンカーピンニング全面 ◎9 ◎16 ◎9 ◎16 ◎25ml

エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・ ・ ・

・ ◎9 ◎16 ◎9 ◎16 ◎25ml

・ ・ ・ ・ ・

アンカーピン （4.2.2）

材質　◎ステンレスSUS304、呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

注入口付アンカーピン （4.2.2）

材質　◎ステンレスSUS304、呼び径外径6mm

（箇所/㎡）

ポリマーセメントスラリー注入工法

ポリマーセメントスラリー注入工法

注入口付アンカーピンニング全面

アンカーピンニング全面

（4.1.4）(4.4.8,9)3

4

◎A種

1 改修工法の適用 （5.1.3）

建具の種類 かぶせ工法 撤去工法 備考

◎アルミニウム製建具 ◎ ・ かぶせ工法

―・樹脂製建具 ・

・内部 ・ ・
・鋼製建具

・外部 ・ ・

・鋼製軽量建具 ・ ・

・ステンレス製建具 ・ ・

2 見本の製作等 ・特殊な建具の仮組（建具符号：　　　　　　） （5.1.5）

3 防犯建物部品 ・適用する（　　　　　　） （5.1.7）

（5.2.2）(表5.2.1)4 アルミニウム製建具 外部に面する建具

種別 耐風圧性 気密性 水密性 枠見込(㎜) 施工個所

● A種 S-4 ◎ A-3 ◎ 70 ◎ 図示
◎ W-4

・ B種 S-5 ・ ・100 ・

・ C種 S-6 A-4 W-5 100

防音ドアセット ・ 防音ドアサッシ ・ 適用する 遮音性の等級（　　）

耐震ドアセット ・ 適用する 面内変形追随性能の等級（　　）

断熱ドアセット ・ 断熱サッシ[G] ・ 適用する 断熱性の等級（　　）

表面処理

◎ B-1種 ・ B-2種(◎ﾌﾞﾗｳﾝ系  ・ﾌﾞﾗｯｸ ・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

屋内建具

表面処理 ◎ C-1種又はＢ-1種 （5.2.4）（表5.2.2）

・ C-2種又はＢ-2種(◎ﾌﾞﾗｳﾝ系  ・ﾌﾞﾗｯｸ ・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

結露水の処理方法　・図示　　・　

公共住宅のアルミサッシの品質及び性能

・品質・性能基準による ・

5 網戸 防虫網 （5.2.3）

網の種別 ・合成樹脂製 ・ガラス繊維入り合成樹脂製 ●ステンレス製（SUS316）

形式 ◎外部可動式 ・固定式

（5.3.2～5）6 樹脂製建具 性能等級

外部に面する建具 ・A種（建具符号：・建具表による　・　　　）

・B種（建具符号：・建具表による　・　　　）

・C種（建具符号：・建具表による　・　　　）

防音ドアセット ・ 防音ドアサッシ ・ 適用する 遮音性の等級（・T-1 ・T-2）

断熱ドアセット ・ 断熱サッシ[G] ・ 適用する 断熱性の等級（・H-4 ・H-5 ・H-6）

枠の見込み寸法　・建具表による　　・　

表面色　◎標準色　・特注色

水切り板、ぜん板　◎図示　・　

ガラス　◎複層ガラス　・　

鋼製建具 簡易気密型ドアセットの適用は建具表による7 （5.2.2）(5.4.2～4)（表5.4.2）

耐風圧性の適用は建具表による

特定防火設備の戸 ◎適用する

（5.4.3)鋼板

めっき付着量材料

◎Z12又はF12  ・　・JIS G 3302(溶融亜鉛めっき鋼板)

◎Y08  ・　・JIS G 3317(溶融亜鉛-5%ｱﾙﾐﾆｳﾑ合金

めっき合板）

公共住宅の玄関ドアの品質及び性能

・品質・性能基準による ・

公共住宅のパイプシャフトドアの品質及び性能

・品質・性能基準による ・

8 鋼製軽量建具 簡易気密製ドアセットの適用は建具表による （5.2.2）(5.5.2～4)

製造所 評価名簿による

公共住宅のクロゼットドアの品質及び性能

・品質・性能基準による ・

5

建築工事特記仕様書２

5

5

２

2020年5月

・合板（・9.0　・　）

◎せっこうボード（・12.5・）

◎無し

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(2期工事)



章 項 目 特 記 事 項

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

一級建築士登録第143670号 ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ
鈴木　憲一

－ Ａ

・外壁タイル張り全面 ◎図示の範囲1 既存タイル張りの撤
去 撤去範囲 ◎下地モルタルまで ・張付けモルタルまで ・タイルのみ

改修箇所 ◎既存タイル張り面2 ひび割れ部改修工法

・既存タイル撤去面（・コンクリート　・モルタル面）

◎ 樹脂注入工法 （4.1.4）（4.3.4）（4.5.5）

（◎既存モルタル面・既存躯体コンクリート面）

注入工法の種類 ひび割れ幅（mm） 注入口間隔（mm） 注入量（ml/m） 備考

◎ 0.2以上～1.0未満 ◎200～300自動式低圧エポキシ
樹脂注入工法 ・ ・

・ 0.2以上～0.3未満 ◎50～100手動式エポキシ樹脂
注入工法 0.3以上～0.5未満 ◎100～200 ◎ 7 0

・ 0.5以上～1.0未満 ◎150～250 ◎ 1 3 0機械式エポキシ樹脂
注入工法

注入材料

◎ 建築補修用注入エポキシ樹脂（JISA6024低粘度形又は中粘度形） （4.2.2）

検査（コア抜取り） ◎行わない

・行う（抜取り後の補修方法：　　　　　　　　　　）

・Uカットシール材充てん工法 （4.1.4）（4.2.2）（4.3.5,6）

充てん材料 品質・規格等 備考

・ ◎ ポリマーセメントモルタルの充てんシーリング用 １成分形又は２成分形ポリ
材料 ウレタン系シーリング材 ◎行わない ・行う

・ 可とう性エポ
キシ樹脂

欠損部改修工法 ◎ タイル部分張替え工法(既存タイル張り撤去面） （4.1.4）（4.2.2）（4.5.7）3

接着剤の種類 品質・規格等

◎ ポリマーセメントモルタル

・ タイル部分張替え工法用接
着剤

「建設省官民連帯共同研究報告書『有機系接着剤を利用
した外壁タイル・石張りシステムの開発』（建設大臣官
房技術調査室監修　平成9年2月）」における「外壁タイ
ル・石張り用接着剤の品質基準（案）」に基づく品質性
能試験に適合するタイプⅠであり監督職員の承諾するも
の又は特記による。

・タイル張替え工法 （4.1.4）（4.5.6）

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地 （4.5.8）（表4.5.1）

位置　◎改修標仕表4.5.1による ・図示

タイル張り下地等の均しモルタルの接着力試験　　・行う

◎行わない

・セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り

タイル張りの工法

外装タイル　・密着張り　　・改良圧着張り　　・改良積上げ張り

外装ユニットタイル　・マスク張り　　・モザイクタイル張り

・有機系接着剤による陶磁器質タイル張り

シーリング材の種類

・打継目地、ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系　

伸縮調整目地その他の目地 ・※変成シリコーン系

4 浮き部改修工法 （4.1.4）（4.4.10～15）（表4.4.8,9）

注入口の箇所数ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞの本
改修工法の種類 充てん量

数　（本/㎡） （箇所/㎡）

（モルタルを撤去しない場合） 一般部 指定部 一般部 指定部 注入量

◎ アンカーピンニング部分 ◎16 ◎25 ◎25ml

エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・

・ アンカーピンニング全面 ◎13 ◎20 ◎12 ◎20

エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・ ・

・ アンカーピンニング全面 ◎13 ◎20 ◎12 ◎20

ポリマーセメントスラリー注入工法 ・ ・ ・ ・

・ 注入口付アンカーピンニング部分 ◎9 ◎16 ◎25ml

エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・

・ 注入口付アンカーピンニング全面 ◎9 ◎16 ◎9 ◎16

エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・ ・

・ 注入口付アンカーピンニング全面 ◎9 ◎16 ◎9 ◎16

ポリマーセメントスラリー注入工法 ・ ・ ・ ・

・ 注入口付アンカーピンニング ◎25ml

エポキシ樹脂注入タイル固定工法 ・ ・ ・

・ タイル部分張り替え工法

タイル張り替え工法・

アンカーピン （4.2.2）

材質　◎ステンレスSUS304、呼び径4mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの

注入口付アンカーピン （4.2.2）

材質　◎ステンレスSUS304、呼び径外径6mm

伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

位置　◎改修標仕表4.5.1による ・図示

タイル張り下地等の均しモルタルの接着力試験　　・行う ・行わない

・セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り

タイル張りの工法

外装タイル　・密着張り　　・改良圧着張り　　・改良積上げ張り

外装ユニットタイル　・マスク張り　　・モザイクタイル張り

・有機系接着剤による陶磁器質タイル張り

シーリング材の種類

・打継目地、ひび割れ誘発目地　※ポリウレタン系　

伸縮調整目地その他の目地 ・※変成シリコーン系

5 目地改修工法 ・目地ひび割れ部改修工法 （4.1.4）（4.5.16）

（4.1.4）（4.5.16）

シーリング用材料 （3.7.2）（表3.7.1）

種類　※改修標仕表3.7.1による

6 陶磁器質タイル タイルの種類 （4.2.2）（4.5.7～8）

施工 形 状 吸水率による区分 うわ薬 役物 色 再生材の 耐凍害性

備考
個所 寸法(㎜) Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 無釉 施釉 有 無 標準 特注 適用[G] 有 無

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

タイルの見本焼き　◎行わない　　・行う

壁タイル張りの工法

外壁タイル ・密着張り ・マスク張り

タイルの試験張り ◎行わない ・行う

（4.5.7,8）（表4.5.3）

◎伸縮目地改修工法

庁舎棟

厚生棟

100角

100角

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

2 下地調整塗材 ◎下地調整塗材 （4.2.2）（4.6.3）

・防水形仕上げ塗材主材と使用

上面全体

-4 1 既存塗膜等の除去及
び下地処理

既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法

工法 処理範囲 下地面の補修

外 ・サンダー工法 ◎既存仕上面全体 ・ ・ひび割れ部改修工法

壁 ◎既存仕上面全体 ・ ・浮き部改修工法

改 加圧力 ◎30MPa程度 ・欠損部改修工法

修 ・塗膜はく離剤工法 ◎既存仕上面全体 ・

工

事

塗膜はく離剤 ・ （4.2.2）

り

仕

上

げ

外

壁

（4.6.3）（表4.6.1,4）

塗

・高圧水洗工法

◎水洗い工法 ・ 上記処理範囲以外の既存仕

◎ 図示

3 仕上げ塗材仕上げ 種類、仕上げの形状、工法

種類 呼び名 仕上げの形状

・ 薄付け仕上塗材 ・外装薄塗材Si

・可とう形外装薄塗材Si

・外装薄塗材E ・砂壁状 ・着色骨材砂壁状

・可とう形外装薄塗材E ・砂壁状 ・ゆず肌状 ・さざ波状

・防水形外装薄塗材E ・ゆず肌状 ・さざ波状 ・凹凸状

・外装薄塗材S ・砂壁状

複層仕上げ塗材 ・複層塗材CE ・ゆず肌状 ・凸処理 ・凹凸模様

・可とう形複層塗材CE 耐候性 ◎耐候形3種

・複層塗材Si 上塗材

溶媒 ◎水系 ・溶剤系

・複層塗材RE 樹脂 ◎アクリル系

・複層塗材RS 外観 ◎つやあり ・つやなし

・防水形複層塗材CE ・メタリック

・防水形複層塗材E 防水形の増塗材 ◎行う

・防水形複層塗材RE

・防水形複層塗材RS

・ 可とう形改修用仕
上塗材

・可とう形改修塗材E ・平たん状

・可とう形改修塗材RE ・さざ波状

・可とう形改修塗材CE ・ゆず肌状

防火材料の指定が必要な場合

◎建築基準法に基づく認定を受けた材料とする。

4 マスチック塗材塗り 種別　・A種　・B種

（4.1.4）（4.2.2）（表4.2.3,4）

（4.2.2）（標仕15.5.2）

（4.6.6）

◎複層塗材E

◎

・ポリマーセメントモルタル

◎仕上げ塗材用プライマー

1 材料 屋内の壁・天井仕上げ材は防火材料とする。

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

塗 ◎ 規制対象外 ・第三種

装
（7.2.2～7）（表7.2.1～7）

改 2 下地調整 下地面の種類 下地調整の種別 備考
修 木部 ・RA種・RB種・RC種
工

鉄鋼面 ・RA種・RB種・RC種
事 亜鉛めっき面 ・RA種・RB種

亜鉛めっき面（鋼製建具） ・RB種・RC種

モルタル、プラスター面 ・RA種・RB種・RC種

コンクリート、ALCパネル面 ・RA種・RB種・RC種

せっこうボード、その他のボード面 ・RA種◎RB種・RC種

既存モルタル下地面等のひび割れ部の補修 （表7.2.4～6）

◎行わない ・行う（補修範囲及び補修方法は図示）

(7.3.2,3)3 さび止め塗料塗り

下地面等 工程塗料

塗替え A種 ◎C種　　・　

EP-G以外 A種 ◎A種　　・　新規鉄鋼面見え掛り

新規見え隠れ A種 ◎B種　　・　
鉄鋼面

塗替え B種 ◎C種　　・　

EP-G B種 ◎A種　　・　新規鉄鋼面見え掛り

新規見え隠れ B種 ◎B種　　・　

塗替え ◎A種  ・　 ◎C種　　・　
EP-G以外

◎A種  ・　 ◎A種　　・　新規鉄鋼面見え掛り
亜鉛めっき面

塗替え C種 ◎C種　　・　
EP-G

C種 ◎A種　　・　新規鉄鋼面見え掛り

4 塗装塗り （7.4.2～7）（表7.4.1～ 7.15.1）

工程
塗料の種類 塗装面

塗り替え 新規

・ 木部 2液形 4回塗り 1回の塗付量0.06kg/㎡)水性ウレタン樹脂塗
料塗り ホルムアルデヒド放散量Ｆ☆☆☆☆

合成樹脂調合ペイント塗りの塗料の種別 ◎1種

6

タ

イ

ル

張

り

仕

上

げ

外

壁

外

壁

改

修

工

事

5

事

工

修

改

装

内 35 表示

36 ブラインド

衝突防止表示 ◎ 図示（市販品ステンレス製　径約：30㎜)

( ・ 両面 ・ 片面 ）

・ 無し

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とする。

製造所：監督職員の承諾する製造所

・ 既存再使用する （養生方法：　　　　　　　　）

新設する

形式 種類 スラットの材質 スラットの幅(㎜)

横型
ｷﾞｱ式 ・ ｺｰﾄﾞ式 ◎ アルミニウム合金製 25 ・ 35

・ 操作棒式

縦型
・ 1本操作ｺｰﾄﾞ ・ アルミスラット ・ 80 100

2本操作ｺｰﾄﾞ クロススラット

表示標識は図示による。ただし、案内用図記号はJIS Z 8210による。

(標仕20.2.10)

(2.3.1)(5.1.6)

(標仕20.2.12)

◎

・

◎
◎

・

◎

◎

・

37 ロールスクリーン

38 カーテン

39 カーテンレール

40 ブラインドボッ
クス及びカーテ
ンボックス

41 天井点検口

42 床点検口

43 くつふきマット

防火性能 ◎ 有り

製造所 性能の確認できる資料を監督職員に提出する (標仕20.2.13)

施工個所
装置 性能

備考
電動 手引 （防炎性能）

・ 既存再使用する （養生方法：　　　　　　　　）

施工箇所
形式 開閉装置

ひだの種類 品質等
片引 引分 電動 ひも 手引

・ 既存再使用する

新設する

材種 ステンレス製

片引き ・ 引分け（暗幕用は300㎜以上の召合わせの重掛けとする）

既存再使用する

新設する

・ 市販品 （アルミニウム製　押出し型材）

溝幅×深さ(㎜) ・ 90×150 ◎ 120×80 ・ 120×150 ・ 150×80

色彩 ◎ B-1

・ 図示

材質 アルミニウム製（◎額縁タイプ　・目地タイプ）

材質 アルミニウム製（受け枠　◎アルミ製　・ステンレス製）

市販品

・

材質 ・ 塩化ビニル製（コイル状ステンレス製受枠）

・ 硬質アルミニウム製（受枠とも）

・ ビニル製（ステンレス製受枠）

(2.3.1)(5.1.6)

(標仕20.2.14)

(5.1.6)

(標仕20.2.14)

(5.1.6)

ステンレス製（受枠とも）・

新設する◎

◎

・

◎

アルミニウム製・ ◎

形式 ●

浴室ユニット

ｷｯﾁﾝｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

郵便受箱

手すりユニット

44

45

46

47

補助手すり48

公共住宅の品質及び性能

種類、形状、寸法（内法）、材質 （　　　　　　　　　　　　　　）

公共住宅の品質及び性能

種類 ◎ ｾｸｼｮﾅﾙｷｯﾁﾝ （ ◎ Ⅰ型 ・ Ⅱ型） ・ ｼｽﾃﾑｷｯﾁﾝ

流し台、調理台、ｺﾝﾛ台、吊り戸棚等の形状、寸法 ◎ 設計図による ・

カウンタートップ及びシンクの材質 ◎ ステンレス ・

付属部品 ◎ 水切り棚 ・

公共住宅の品質及び性能

形状 ・ 縦型 ◎ 横型 寸法 （ × ）

個数 （　　　　） 個 材質 ◎ ステンレス ・

公共住宅の品質及び性能

(公住仕20.2.15)

(公住仕20.2.16)

(公住仕20.2.17)

(公住仕20.2.19)

（・品質・性能基準による　　・　　　　）

（・品質・性能基準による　　・　　　　）

（・品質・性能基準による　　・　　　　）

（・品質・性能基準による　　・　　　　）

寸法
名称 種類 材質 形状 支持方法

(支柱間隔、高さ等)

・ ｱﾙﾐ ・ 床支持・ 手すり子 ◎ 設計図による
墜

・ ｽﾁｰﾙ ・ 壁支持・ 目隠しﾊﾟﾈﾙ ・・ 廊下用
落

・ ｽﾃﾝﾚｽ ・ 方立て支持
防

・ ｱﾙﾐ ・ 床支持・ 手すり子 ◎ 設計図による
止

・ ｽﾁｰﾙ ・ 壁支持・ ﾊﾞﾙｺﾆｰ用 ・ 目隠しﾊﾟﾈﾙ ・
手

・ ｽﾃﾝﾚｽ ・ 方立て支持
す

・ ｱﾙﾐ ・ 手すり子 ◎ 設計図による
り ・ 窓用 ・ 壁支持

・ ｽﾃﾝﾚｽ ・ 目隠しﾊﾟﾈﾙ ・

(公住仕20.2.18)

（・品質・性能基準による　　・　　　　）公共住宅の品質及び性能

名称 材質 形状 寸法 設置場所

◎ 廊下階段手すり ◎ 合成樹脂被覆ｱﾙﾐ手すり

樹脂被覆ｽﾃﾝﾚｽ手すり
◎ 補助手すり

集成材ｸﾘｱﾗｯｶｰ塗り

・

・

B-2（◎ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

7

-3

建築工事特記仕様書３

5

３

2020年5月

◎ 4 0

◎ 9 0

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(2期工事)



ｽﾛｰﾌﾟ・踊り場　基礎・壁

・既存残し　超速硬化ｳﾚﾀﾝ防水熱源機器置場　屋根

厚生棟

庁舎棟

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

一級建築士登録第143670号 ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

鈴木　憲一 Ａ－

・庁舎棟　屋根

庁舎棟

議員控室

庁舎棟

議員控室

工事内容キープラン(4F)

委員会室

委員会室

工事内容キープラン(3F)

工事内容キープラン(R階)

工事内容キープラン(1F)

工事内容キープラン(2F)

庁舎棟

町民ホ－ル屋根

厚生棟　北東西面

町民ホール　北東西面

・外部足場　くさび式足場

・外部足場　くさび式足場

町民ホール　東面　庇天井部 ・外部足場　棚足場

厚生棟　北東西面仮設工事

工事種別

・養生、清掃

工事場所

・養生、清掃

改修概要

町民ホール　北東西面

・養生、清掃

外壁改修 ・外壁面事前調査

・ﾀｲﾙ浮き補修　ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法

・ﾀｲﾙｸﾗｯｸ補修　自動式低圧樹脂注入工法

・ﾀｲﾙ欠損部ﾀｲﾙ貼替え　ﾀｲﾙ支給品

熱源機器置場　外壁

熱源機器置場　SD

・外壁目地ｺｰｷﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)　打替工法

・窓廻りｺｰｷﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)　打替工法(小窓のみ)

・ﾀｲﾙｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

・吹付ﾀｲﾙ　防水形複層塗材E

・2液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｴﾅﾒﾙ系塗り

庁舎棟　委員会室下面

庁舎棟　委員会室下部ﾀｲﾙ天井面 ・外部足場　棚足場

・外部足場　枠組足場

・天井面ﾀｲﾙ補修　ﾈｯﾄﾊﾞﾘﾔｰ工法(ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗り)

工事内容

庁舎棟　北面、町民ホール、厚生棟

庁舎棟　北面、町民ホール、厚生棟

庁舎棟　北面、町民ホール、厚生棟

庁舎棟　北面、町民ホール、厚生棟

庁舎棟　北面、町民ホール、厚生棟

庁舎棟　北面、町民ホール、厚生棟

庁舎棟　北面　小窓部

・庁舎棟　北面　外壁

・庁舎棟　北面　委員会室下面　天井部

・庁舎棟　北面　外壁

・庁舎棟　北面　建具

・町民ホール　庇天井部

・町民ホール　屋根

・町民ホール　北東西面　外壁

・熱源機器置場　屋根

・厚生棟　北東西面　外壁

・厚生棟　建具

・厚生棟　北東西面　外壁

・厚生棟　建具

・町民ホール　北東西面　外壁

・町民ホール　建具

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ外壁改修 庁舎棟　北面

庁舎棟　北面

庁舎棟　北面　小窓部

庁舎棟　北面　ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ上部

庁舎棟　北面　ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ側面下部 ・腐食変形補修　保護塗膜塗り　ｱﾄﾑﾒﾀｾﾗｼﾘｺﾝ塗り　同等品

・目地ｺｰｷﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)　打替工法

・窓廻りｺｰｷﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)　打替工法

・ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ　ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

・塗布防水　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Mｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

防水改修 町民ホール　屋根

職員会議室　屋根

・既存残し　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Sｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

・既存残し　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Sｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

庁舎棟

熱源機器置場

建具改修

・ガラス撤去

・ブラインド撤去

・建具撤去(外枠を除く)

・建具取付(カバー工法)

・ガラス取付

・ブラインド取付

町民ホール　厚生棟 ・雨樋　新設

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)

工事概要図 ４

2020年5月

・既存の上、高圧水洗浄後、防水形複層塗材E　ゆず肌仕上

・既存の上、ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Aｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

自転車置場

西側駐輪場改修

・西側駐輪場

西側駐輪場　外壁

西側駐輪場　屋根

雨樋

掲示板

西側駐輪場　軒天(タイル)

西側駐輪場　軒天(コンクリート)

西側駐輪場　床 ・既存の上、高圧水洗浄

・既存の上、高圧水洗浄後、外装薄塗り塗装E

・既存の上、ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Aｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

・撤去・新設

・既存の上、2液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｴﾅﾒﾙ系塗り　錆止め共　支持金物ｽﾃﾝﾚｽ

西側駐輪場　屋根(ボンベ置場) ・ｽﾚｰﾄ瓦取替

町民ホール

町民ホール

新設スロープ

・庁舎棟　北面・西面　外壁

・庁舎棟　北面　・西面建具

・庁舎棟　北面・西面　外壁

・庁舎棟　北面・西面　建具

・庁舎棟　北面・西面　建具

・庁舎棟　北面・西面　外壁

庁舎棟　北面・西面、町民ホール、厚生棟

庁舎棟　北面・西面、町民ホール、厚生棟

庁舎棟　北面・西面、町民ホール、厚生棟

庁舎棟　北面・西面、町民ホール、厚生棟

庁舎棟　北面・西面、町民ホール、厚生棟

庁舎棟　北面・西面、町民ホール、厚生棟

庁舎棟　北西面

庁舎棟　北西面

・スロープ設置工事

スロープ設置工事 ・防滑外床用タイル150×150

※詳細はスロープ設置工事仕上表を参照の事

外部　階段

外部　床

外部　基礎

・防滑外床用タイル150×150

・モルタル塗り　厚20

・モルタル刷毛引き

・モルタル塗り　厚20

ｽﾛｰﾌﾟ・踊り場　床

手すり ・SUS304製
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工事場所所在地：栃木県河内郡上三川町しらさぎ1-1

案内図

富士山公園

上三川中 ライトン電子工業

日産自動車上三川工場 日産栃木整備専門学校

工事場所

ＮＴＴ

白鷺神社

栃木銀行

上三川城址 上三川病院

上三川郵便局

町立図書館

上三川小

五光物流

蒲生神社

ＪＡ野菜集出荷場

案内図　配置図

…改修範囲を示す

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事) 2020年5月
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現況

１階平面図【現況】

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)
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１階平面図

風除室

ＷＷＣ ＭＷＣ

身障者用ＷＣ ＰＳ
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西側立面図【現況・改修】

新設：アルミニウム雨樋　114φ 新設：アルミニウム雨樋　114φ

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)

※改修範囲は各図面参照

・建具　キープラン図

・外壁　外壁改修立面図

１期工事１期工事
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庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)
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※改修範囲は各図面参照

・建具　キープラン図

・外壁　外壁改修立面図
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※改修範囲は各図面参照

・建具　キープラン図

・外壁　外壁改修立面図新設：アルミニウム雨樋　114φ

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事) 
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1
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北面立面図

U00

(0.03)

調査事項 備考 単位 凡例 改修方法

タイルひび割れ ﾀｲﾙｸﾗｯｸ補修
ひび割れ ｍ

(幅0.2mm以上) 自動式低圧樹脂注入工法

ﾀｲﾙ浮き補修
浮き タイル剥離 ｍ2

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法

ﾀｲﾙ欠損部ﾀｲﾙ貼替え
欠損等 タイル欠損・爆裂 か所

ﾀｲﾙ支給品

※図面値は調査可能範囲を図示した調査参考値である

※外壁面の事前調査を行い、各数量が決まり次第打合せを行い、

　内容決定次第施工する事とする

打替工法　20×10

ﾀｲﾙ面防水処理(詳細図参照)

打替工法　15×10

打替工法　15×10

※ﾀｲﾙ目地：薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

※特記のない高圧水洗浄の水圧は10MPaとする

天井面ﾀｲﾙ補修：ﾈｯﾄﾊﾞﾘﾔｰ工法　ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ風吹付塗装仕上(ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗り)

窓廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

※窓廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)　打替工法　15×10

ﾀｲﾙ：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)
打替工法　20×10

…　工事範囲外を示す

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ上部：塗布防水　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Mｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

K1

U1

K1

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

Ａ鈴木　憲一
一級建築士登録第143670号

A-1：1/ 50
A-3：1/100

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)
ＰＩＣ．ＮＡＭＥ

外壁改修立面図１【改修】

2020年5月
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…　工事範囲外を示す

調査事項 備考 単位 凡例 改修方法

タイルひび割れ ﾀｲﾙｸﾗｯｸ補修
ひび割れ ｍ

(幅0.2mm以上) 自動式低圧樹脂注入工法

ﾀｲﾙ浮き補修
浮き タイル剥離 ｍ2

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法

ﾀｲﾙ欠損部ﾀｲﾙ貼替え
欠損等 タイル欠損・爆裂 か所

ﾀｲﾙ支給品

※図面値は調査可能範囲を図示した調査参考値である

※外壁面の事前調査を行い、各数量が決まり次第打合せを行い、

　内容決定次第施工する事とする

打替工法　15×10

打替工法　20×10

打替工法　15×10(小窓のみ)

打替工法　15×10(小窓のみ)

打替工法　15×10(小窓のみ)

打替工法　15×10(小窓のみ)

打替工法　15×10

ﾀｲﾙ面防水処理(詳細図参照)

ﾀｲﾙ：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

打替工法　20×10

※特記のない高圧水洗浄の水圧は10MPaとする

※ﾀｲﾙ目地：薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

天井面ﾀｲﾙ補修：ﾈｯﾄﾊﾞﾘﾔｰ工法　ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ風吹付塗装仕上(ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗り)

窓廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

※窓廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)　打替工法　15×10

窓廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

窓廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

窓廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

窓廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ上部：塗布防水　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Mｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品
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K1

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

Ａ鈴木　憲一
一級建築士登録第143670号

A-1：1/ 50
A-3：1/100外壁改修立面図２【改修】

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事) 2020年5月
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調査事項 備考 単位 凡例 改修方法

タイルひび割れ ﾀｲﾙｸﾗｯｸ補修
ひび割れ ｍ

(幅0.2mm以上) 自動式低圧樹脂注入工法

ﾀｲﾙ浮き補修
浮き タイル剥離 ｍ2

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法

ﾀｲﾙ欠損部ﾀｲﾙ貼替え
欠損等 タイル欠損・爆裂 か所

ﾀｲﾙ支給品

※図面値は調査可能範囲を図示した調査参考値である

※外壁面の事前調査を行い、各数量が決まり次第打合せを行い、

　内容決定次第施工する事とする
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※特記のない高圧水洗浄の水圧は10MPaとする

※ﾀｲﾙ目地：薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ風吹付塗装仕上(ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗り)
天井面ﾀｲﾙ補修：ﾈｯﾄﾊﾞﾘﾔｰ工法

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ風吹付塗装仕上(ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗り)
天井面ﾀｲﾙ補修：ﾈｯﾄﾊﾞﾘﾔｰ工法
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※窓廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)　打替工法　15×10

K1

U1

K1

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

Ａ鈴木　憲一
一級建築士登録第143670号

A-1：1/ 50
A-3：1/100外壁改修立面図３【改修】
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(0.18)
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K00
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K00
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(3)

…　工事範囲外を示す

調査事項 備考 単位 凡例 改修方法

タイルひび割れ ﾀｲﾙｸﾗｯｸ補修
ひび割れ ｍ

(幅0.2mm以上) 自動式低圧樹脂注入工法

ﾀｲﾙ浮き補修
浮き タイル剥離 ｍ2

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法

ﾀｲﾙ欠損部ﾀｲﾙ貼替え
欠損等 タイル欠損・爆裂 か所

ﾀｲﾙ支給品

※図面値は調査可能範囲を図示した調査参考値である

※外壁面の事前調査を行い、各数量が決まり次第打合せを行い、

　内容決定次第施工する事とする

ﾀｲﾙ：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

※特記のない高圧水洗浄の水圧は10MPaとする

※ﾀｲﾙ目地：薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

ﾀｲﾙ面防水処理(詳細図参照)

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ上部：塗布防水　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Mｻｰﾓ工法
ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

塗布防水　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Mｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

天井面ﾀｲﾙ補修：ﾈｯﾄﾊﾞﾘﾔｰ工法　ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ風吹付塗装仕上(ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗り)

※窓廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)　打替工法　15×10

K1

U1

K1

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

Ａ鈴木　憲一
一級建築士登録第143670号

A-1：1/ 50
A-3：1/100

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)
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Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

西面立面図

…　工事範囲外を示す

ﾀｲﾙ：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)
打替工法　20×10

一級建築士登録第143670号
鈴木　憲一 A-1：1/50

A-3：1/100

2020年5月

改修

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

Ａ
ＰＩＣ．ＮＡＭＥ

外壁改修立面図５【改修】

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)

18

調査事項 単位備考 凡例

ｍ
タイルひび割れ

ひび割れ

浮き ｍ2タイル剥離

タイル欠損・爆裂 か所欠損等

(幅0.2mm以上)

改修方法

ﾀｲﾙ浮き補修
ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法

ﾀｲﾙｸﾗｯｸ補修
自動式低圧樹脂注入工法

ﾀｲﾙ欠損部ﾀｲﾙ貼替え
ﾀｲﾙ支給品

※図面値は調査可能範囲を図示した調査参考値である

※外壁面の事前調査を行い、各数量が決まり次第打合せを行い、

　内容決定次第施工する事とする

※特記のない高圧水洗浄の水圧は10MPaとする

※ﾀｲﾙ目地：薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

ﾀｲﾙ面防水処理(詳細図参照)

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ上部：塗布防水　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Mｻｰﾓ工法
ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Mｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

天井面ﾀｲﾙ補修：ﾈｯﾄﾊﾞﾘﾔｰ工法　ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ風吹付塗装仕上(ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗り)

※窓廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)　打替工法　15×10

K1

U1

K1
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既存ｱﾙﾐ笠木：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

調査事項 備考 単位 凡例 改修方法

タイルひび割れ ﾀｲﾙｸﾗｯｸ補修
ひび割れ ｍ

(幅0.2mm以上) 自動式低圧樹脂注入工法

ﾀｲﾙ浮き補修
浮き タイル剥離 ｍ2

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法

ﾀｲﾙ欠損部ﾀｲﾙ貼替え
欠損等 タイル欠損・爆裂 か所

ﾀｲﾙ支給品

※図面値は調査可能範囲を図示した調査参考値である

※外壁面の事前調査を行い、各数量が決まり次第打合せを行い、

　内容決定次第施工する事とする

打替工法　20×10

打替工法　15×10

ﾀｲﾙ：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

※特記のない高圧水洗浄の水圧は10MPaとする

※ﾀｲﾙ目地：薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

窓廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

※窓廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)　打替工法　15×10

K1

U1

K1

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

Ａ鈴木　憲一
一級建築士登録第143670号

A-1：1/ 50
A-3：1/100

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事) 2020年5月

外壁改修立面図６【改修】 19

改修



Ｆ Ｅ

西面立面図

Ｅ Ｆ

▼GL

▼GL

A-A矢視図

B-B矢視図

Ｆ Ｅ

▼GL

ｳ矢視図

Ｆ Ｅ

▼GL

C-C矢視図

Ｆ Ｅ

2

UP

UP

西面・ドライエリア平面図

D-D矢視図

K00

(0.84)

K00

(0.40)

K00

(2.10)

K00

(2.30)

K00

(0.50)

U00

(0.28)

U00

(0.02)

D D
A A

B C B C

ｳ

調査事項 備考 単位 凡例 改修方法

タイルひび割れ ﾀｲﾙｸﾗｯｸ補修
ひび割れ ｍ

(幅0.2mm以上) 自動式低圧樹脂注入工法

ﾀｲﾙ浮き補修
浮き タイル剥離 ｍ2

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法

ﾀｲﾙ欠損部ﾀｲﾙ貼替え
欠損等 タイル欠損・爆裂 か所

ﾀｲﾙ支給品

※図面値は調査可能範囲を図示した調査参考値である

※外壁面の事前調査を行い、各数量が決まり次第打合せを行い、

　内容決定次第施工する事とする

打替工法　20×10

ﾀｲﾙ：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度) ﾀｲﾙ：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

ﾀｲﾙ：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

打替工法　20×10 打替工法

打替工法　20×10 打替工法　15×10

※特記のない高圧水洗浄の水圧は10MPaとする

※ﾀｲﾙ目地：薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

ｱﾙﾐ笠木：新設(W250)

ｱﾙﾐ笠木：新設(W250)

ｱﾙﾐ笠木：新設(W350)

ｱﾙﾐ笠木：新設(W350)

ｱﾙﾐ笠木：新設(W250)

ｱﾙﾐ笠木：新設(W550)

　※天端ｱﾙﾐ笠木取付

ｱﾙﾐ笠木：新設(W250)ｱﾙﾐ笠木：新設(W250)

ｱﾙﾐ笠木：新設(W350)

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

※窓廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)　打替工法　15×10

K1

U1

K1

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

Ａ鈴木　憲一
一級建築士登録第143670号

A-1：1/ 50
A-3：1/100

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事) 2020年5月
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既存ｱﾙﾐ笠木：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

調査事項 備考 単位 凡例 改修方法

タイルひび割れ ﾀｲﾙｸﾗｯｸ補修
ひび割れ ｍ

(幅0.2mm以上) 自動式低圧樹脂注入工法

ﾀｲﾙ浮き補修
浮き タイル剥離 ｍ2

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法

ﾀｲﾙ欠損部ﾀｲﾙ貼替え
欠損等 タイル欠損・爆裂 か所

ﾀｲﾙ支給品

※図面値は調査可能範囲を図示した調査参考値である

※外壁面の事前調査を行い、各数量が決まり次第打合せを行い、

　内容決定次第施工する事とする

既存ｱﾙﾐ笠木：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

既存ｱﾙﾐ笠木：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

打替工法　20×10

打替工法　15×10

ﾀｲﾙ：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

ﾀｲﾙ：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

ﾀｲﾙ：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

打替工法　10×10

吹付ﾀｲﾙ：高圧水洗浄後、防水形複層塗材E　ゆず肌仕上　下地調整共

SD：2液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｴﾅﾒﾙ系塗り

※特記のない高圧水洗浄の水圧は10MPaとする

※ﾀｲﾙ目地：薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

錆止め共　枠共

高圧水洗浄後、防水形外装薄塗り　ｼﾘｺﾝ系樹脂塗装

高圧水洗浄後、防水形外装薄塗り　ｼﾘｺﾝ系樹脂塗装

高圧水洗浄後、防水形外装薄塗り　ｼﾘｺﾝ系樹脂塗装

高圧水洗浄後、防水形外装薄塗り　ｼﾘｺﾝ系樹脂塗装

高圧水洗浄後、防水形外装薄塗り　ｼﾘｺﾝ系樹脂塗装

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)　打替工法　10×10

窓廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

※窓廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)　打替工法　15×10

K1

U1

K1

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

Ａ鈴木　憲一
一級建築士登録第143670号

A-1：1/ 50
A-3：1/100
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植込み

10 11 12 13

花壇平面図

13 12 11 10
北面立面図

13 12 11 10 9

北面立面図

庇正面図

13 12 11 10 9

G-G矢視図

E-E矢視図

F-F矢視図

新設：戸当たり

K00

(1.58)

K00

(0.28)

(0.06)(0.08)

U00

(0.21)

U00

(0.10)

U00

(0.66)

K00

(1)

パイププロテクター取付

φ42.7用

ステンレス手摺

3
0
0

7
0

9
0

戸当たり詳細図　S=1/20

既存磁器質タイル貼　100

φ38×300

G G

E

E

F

F

調査事項 備考 単位 凡例 改修方法

タイルひび割れ ﾀｲﾙｸﾗｯｸ補修
ひび割れ ｍ

(幅0.2mm以上) 自動式低圧樹脂注入工法

ﾀｲﾙ浮き補修
浮き タイル剥離 ｍ2

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法

ﾀｲﾙ欠損部ﾀｲﾙ貼替え
欠損等 タイル欠損・爆裂 か所

ﾀｲﾙ支給品

※図面値は調査可能範囲を図示した調査参考値である

※外壁面の事前調査を行い、各数量が決まり次第打合せを行い、

　内容決定次第施工する事とする

既存ｱﾙﾐ笠木：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

既存ｱﾙﾐ笠木：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

打替工法　20×10

打替工法　15×10

ﾀｲﾙ：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

※特記のない高圧水洗浄の水圧は10MPaとする

※ﾀｲﾙ目地：薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

高圧水洗浄後、防水形外装薄塗り　ｼﾘｺﾝ系樹脂塗装

高圧水洗浄後、防水形外装薄塗り　ｼﾘｺﾝ系樹脂塗装

高圧水洗浄後、防水形外装薄塗り　ｼﾘｺﾝ系樹脂塗装

高圧水洗浄後、防水形外装薄塗り　ｼﾘｺﾝ系樹脂塗装

鉄部塗装：ｸﾞﾗﾌｧｲﾄﾍﾟｲﾝﾄ塗り

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)　打替工法　10×10

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)　打替工法　10×10

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

窓廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

※窓廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)　打替工法　15×10

K1

U1

K1

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

Ａ鈴木　憲一
一級建築士登録第143670号

A-1：1/ 50
A-3：1/100
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10 9 8 7 6 5 4 3 2

北面立面図

H-H矢視図

K00

(0.43)

(1.71)

(1.09)

K00

(2.08)

K00

(0.81)

(1.49)

(1.14)

K00

(2.63)

(1.55)

(1.43)

K00

(2.98)

K00

(0.72)

K00

(1.02)

K00

(0.30)

(1.10)

(1.24)

K00

(2.34)

K00

(2.59)

K00

(1.39)

K00

(1.58)

U00

(0.04)

U00

(0.08)

U00

(0.04)

U00

(0.35)

U00

(0.03)

U00

(0.14)

U00

(0.02)

U00

(0.23)

(0.04)(0.05)

U00

(0.73)

U00

(0.25)

U00

(0.12)

(0.06)(0.08)

U00

(0.21)

U00

(0.10)

U00

(0.66)

K00

(1)

H

H

既存ｱﾙﾐ笠木：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

既存ｱﾙﾐ笠木：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

調査事項 備考 単位 凡例 改修方法

タイルひび割れ ﾀｲﾙｸﾗｯｸ補修
ひび割れ ｍ

(幅0.2mm以上) 自動式低圧樹脂注入工法

ﾀｲﾙ浮き補修
浮き タイル剥離 ｍ2

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法

ﾀｲﾙ欠損部ﾀｲﾙ貼替え
欠損等 タイル欠損・爆裂 か所

ﾀｲﾙ支給品

※図面値は調査可能範囲を図示した調査参考値である

※外壁面の事前調査を行い、各数量が決まり次第打合せを行い、

　内容決定次第施工する事とする

打替工法　20×10

打替工法　15×10

ﾀｲﾙ：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

※特記のない高圧水洗浄の水圧は10MPaとする

※ﾀｲﾙ目地：薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

ｱﾙﾐ笠木：新設(W250)

ｱﾙﾐ笠木：新設(W350)

ｱﾙﾐ笠木：新設(W250)

高圧水洗浄後、防水形外装薄塗り　ｼﾘｺﾝ系樹脂塗装

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

※窓廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)　打替工法　15×10

窓廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

K1

U1

K1

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

Ａ鈴木　憲一
一級建築士登録第143670号

A-1：1/ 50
A-3：1/100
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Ｄ Ｅ Ｆ

Ｄ Ｅ Ｆ東面立面図

13 13

庇側面図(I-I矢視図)

J-J矢視図 K-K矢視図

(1.29)

(0.23)

(5.46)

K00

(6.98)

K00

(0.60)

K00

(0.50)

K00

(0.14)

U00

(0.05)

U00

(0.09)

U00

(0.27)

U00

(0.07)

(0.07)

U00

(0.48)

U00

(0.31)

U00

(0.07)

I

I

J

J K

K

既存ｱﾙﾐ笠木：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

既存ｱﾙﾐ笠木：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

既存ｱﾙﾐ笠木：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

調査事項 備考 単位 凡例 改修方法

タイルひび割れ ﾀｲﾙｸﾗｯｸ補修
ひび割れ ｍ

(幅0.2mm以上) 自動式低圧樹脂注入工法

ﾀｲﾙ浮き補修
浮き タイル剥離 ｍ2

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ工法

ﾀｲﾙ欠損部ﾀｲﾙ貼替え
欠損等 タイル欠損・爆裂 か所

ﾀｲﾙ支給品

※図面値は調査可能範囲を図示した調査参考値である

※外壁面の事前調査を行い、各数量が決まり次第打合せを行い、

　内容決定次第施工する事とする

打替工法　20×10

打替工法　15×10

ﾀｲﾙ：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)ﾀｲﾙ：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

ﾀｲﾙ：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度) ﾀｲﾙ：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

※特記のない高圧水洗浄の水圧は10MPaとする

※ﾀｲﾙ目地：薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

高圧水洗浄後、防水形外装薄塗り　ｼﾘｺﾝ系樹脂塗装

高圧水洗浄後、防水形外装薄塗り　ｼﾘｺﾝ系樹脂塗装 高圧水洗浄後、防水形外装薄塗り　ｼﾘｺﾝ系樹脂塗装

高圧水洗浄後、防水形外装薄塗り　ｼﾘｺﾝ系樹脂塗装

鉄部塗装：ｸﾞﾗﾌｧｲﾄﾍﾟｲﾝﾄ塗り
窓廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)　打替工法　10×10

※窓廻りｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)　打替工法　15×10

K1

U1

K1

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

Ａ鈴木　憲一
一級建築士登録第143670号

A-1：1/ 50
A-3：1/100
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機械はつり100mm L=150

ﾊｯﾁ部：水が流れるように斫り取る W150

D

D
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ＣＯＮ．ＮＡＭＥ
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Ａ
一級建築士登録第143670号

鈴木　憲一
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I

キュービクル 発電機

J

L

A-1：1/ 50
A-3：1/100

A-1：1/30
A-3：1/60

柱脚部：ｺｱ抜き 100φ L200
水たまりが見られる

K

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ　1800×6000

屋上小屋１

M

N

屋上小屋２

ﾌｪﾝｽ：撤去・新設 H1800 朝日ﾌｪﾝｽ(ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ)　同等品

屋根防水：既存残し　超速硬化ｳﾚﾀﾝ防水　平場、立上り共

※特記のない高圧水洗浄の水圧は10MPaとする

屋根防水(立上)：既存残し　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Sｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品
屋根防水(平場)：既存残し　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Sｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

既存ドレン撤去・補修

新設：VTドレン　縦75

a詳細図

580110 110

800

5
0
0

2
3
0

高圧水洗浄後、超速硬ｳﾚﾀﾝ防水

高圧水洗浄後、超速硬ｳﾚﾀﾝ防水

記号

A

B

C

D

E

F

G

H

300×300×H250

I

J

K

600×2000×H500

サイズ か所数

20

6

330×4100×H600 4

L

400×200×H150 4

1000×200×H150 11

1800×1350×H200 1

450×200×H150 3

1550×200×H150

12100×800×H350

12530×3230×H330

16800×2230×H330

1580×660×H150

※A～Lの基礎は高圧洗浄後、既存残し　超速硬化ｳﾚﾀﾝ防水

M

N

1

1

800×620×H150

1000×700×H150

※M～Nの基礎は高圧洗浄後、ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Sｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

新設：VTドレン　縦75
機械はつり100mm L=150

既存ドレン撤去・補修

シーリング

ステンレスパイプ80φ×20

機械はつり　100φ　L=150

ステンレス 1.2mm

200

1
5
0

新設ドレン詳細図

既存ドレン撤去・補修

既存ドレン撤去・補修

既存ドレン撤去・補修

新設：ステンレス横引きドレン新設：ステンレス横引きドレン

既存ｱﾙﾐ笠木：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

新設：ステンレス横引きドレン

2
0
0

ステンレスビスM4

2020年5月庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)
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鈴木　憲一
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Ｒ階部分詳細図【厚生棟】【改修】

改修現況

熱源機器置場

Ｆ Ｅ

11,650

熱源機器置場

Ｆ Ｅ

11,650

ｱﾙﾐ笠木：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

Ｄ Ｅ

改修
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屋上小屋１南立面図

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ：300×300×D200
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屋上小屋１北立面図 屋上小屋１東西立面図

※東面にはSDなし

ｶﾞﾗﾘ
W900×H950

ｶﾞﾗﾘ
W500×H900

A-1：1/ 50
A-3：1/100

A-1：1/10
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A-3：1/60
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1
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1,600

1,025 1,025

ｶﾞﾗﾘ
W1000×H580

屋上小屋２南北立面図 屋上小屋２東西立面図

※東面にはｶﾞﾗﾘなし

2,480 2,480 2,580

1,020 1,820

打替工法　10×10

ﾀｲﾙ：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

ﾀｲﾙ：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

高圧水洗浄後、
防水形複層塗材E　ゆず肌仕上

高圧水洗浄後、
防水形複層塗材E　ゆず肌仕上

高圧水洗浄後、超速硬化ｳﾚﾀﾝ防水

高圧水洗浄後、超速硬化ｳﾚﾀﾝ防水

高圧水洗浄後、超速硬化ｳﾚﾀﾝ防水

高圧水洗浄後、超速硬化ｳﾚﾀﾝ防水高圧水洗浄後、超速硬化ｳﾚﾀﾝ防水

高圧水洗浄後、超速硬化ｳﾚﾀﾝ防水 高圧水洗浄後、超速硬化ｳﾚﾀﾝ防水

高圧水洗浄後、防水形外装薄塗り塗装E　ゆず肌仕上

SD：2液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｴﾅﾒﾙ系塗り
錆止め共　600×600

7
9
0

※特記のない高圧水洗浄の水圧は10MPaとする

※特記のない高圧水洗浄の水圧は10MPaとする

※ｶﾞﾗﾘはｸﾘｰﾆﾝｸﾞとする

1
,
4
3
0

2,830

高圧水洗浄後、
防水形外装薄塗り　ｼﾘｺﾝ系樹脂塗装

ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Sｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Sｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

既存残し　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Sｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

既存残し　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Sｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品 既存残し　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Sｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)

集水桝300×200

新設：雨樋114φ

2020年5月

L-L詳細図

M-M詳細図

N-N矢視図 N-N矢視図

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

※絶縁処理

ドレンキャップ横引き用

改修ドレン横引き　112φ

雨水管：撤去
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断面 ＫＥＹ ＰＬＡＮ

熱源機器置場

11,650 11,650

Ｅ Ｆ ＥＦ

4,0004,0004,0004,0004,0004,0004,0004,000

2345678910

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

2 3 4 5 6 7 8 9 10

熱源機器置場 熱源機器置場

熱源機器置場

改修

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

一級建築士登録第143670号 ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

鈴木　憲一 Ａ熱源機器置場展開図【厚生棟】【改修】 A-1：1/ 50
A-3：1/100

A-1：1/20
A-3：1/40

ﾌｪﾝｽ：撤去・新設 ｱﾙﾐ笠木：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ ｱﾙﾐ笠木：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

ｱﾙﾐ笠木：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

ｱﾙﾐ笠木：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

屋根防水(平場、立上)：

厚生棟防水立上り

超
速

硬
化

ｳ
ﾚ
ﾀ
ﾝ
防

水
複

層
塗

材
E
 
下

地
調

整
共

既存残し　高圧水洗浄下地処理後、超速硬化ｳﾚﾀﾝ防水

屋根防水(平場、立上)：既存残し　高圧水洗浄下地処理後、超速硬化ｳﾚﾀﾝ防水 屋根防水(平場、立上)：既存残し　高圧水洗浄下地処理後、超速硬化ｳﾚﾀﾝ防水

屋根防水(平場、立上)：既存残し　高圧水洗浄下地処理後、超速硬化ｳﾚﾀﾝ防水

屋根防水(平場、立上)：既存残し　高圧水洗浄下地処理後、超速硬化ｳﾚﾀﾝ防水

吹付ﾀｲﾙ：高圧水洗浄後、複層塗材E　ゆず肌仕上　下地調整共

打替　20×10

吹付ﾀｲﾙ：高圧水洗浄後、防水形複層塗材E　ゆず肌仕上　下地調整共

吹付ﾀｲﾙ：高圧水洗浄後、防水形複層塗材E　ゆず肌仕上　下地調整共

吹付ﾀｲﾙ：高圧水洗浄後、防水形複層塗材E　ゆず肌仕上　下地調整共

吹付ﾀｲﾙ：高圧水洗浄後、防水形複層塗材E　ゆず肌仕上　下地調整共

吹付ﾀｲﾙ：高圧水洗浄後、防水形複層塗材E　ゆず肌仕上　下地調整共

吹付ﾀｲﾙ：高圧水洗浄後、防水形複層塗材E　ゆず肌仕上　下地調整共

吹付ﾀｲﾙ：高圧水洗浄後、防水形複層塗材E　ゆず肌仕上　下地調整共

吹付ﾀｲﾙ：高圧水洗浄後、防水形複層塗材E　ゆず肌仕上　下地調整共

※特記のない高圧水洗浄の水圧は10MPaとする

SD：2液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｴﾅﾒﾙ系塗り　錆止め共　枠共

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事) 2020年5月

O

O

P

P

Q Q

R R

O-O矢視図 P-P矢視図

Q-Q矢視図

R-R矢視図

目地：ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

目地：ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)打替　15×10

目地：ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)打替　20×10

目地：ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)打替　20×10

目地：ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)打替　20×10
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ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＹＣＨＥＣＫ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ

Ａ
一級建築士登録第143670号

鈴木　憲一

改修

A-1：1/100
A-3：1/200

A-1：1/10
A-3：1/20

3
3
0

８ 10 13

Ｄ

９ 11 12

Ｃ

町民ホール屋根

DN

8,000

8
,0

00

3
5
0

5
,
00

0
3,

00
0

20
0

12,000 4,000

梁型

4
7
0

1
3
0

3,750

ｱﾙﾐ笠木：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

ｱﾙﾐ笠木：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

ｺﾝｸﾘｰﾄ爆裂補修 W800程度

梁型

Uｶｯﾄ処理後、塗布防水後、ｼｰﾘﾝｸﾞ止め Uｶｯﾄ処理後、塗布防水後、ｼｰﾘﾝｸﾞ止め

ﾀｲﾙ：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

※特記のない高圧水洗浄の水圧は10MPaとする

ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品 ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

Uｶｯﾄ処理後　塗布防水ｼｰﾘﾝｸﾞ止め(詳細図参照)

打替工法　10×10

高圧水洗浄後、
防水形外装薄塗り　ｼﾘｺﾝ系樹脂塗装

高圧水洗浄後、防水形外装薄塗り　ｼﾘｺﾝ系樹脂塗装

屋根防水(立上)：既存残し　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Sｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品
屋根防水(平場)：既存残し　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Sｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

屋根防水(立上)：既存残し　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Sｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

屋根防水(平場)：既存残し　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Sｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

屋根防水(立上)：既存残し　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Sｻｰﾓ工法

屋根防水(平場)：既既存残し　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Sｻｰﾓ工法

屋根防水(立上)：既存残し　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Sｻｰﾓ工法

屋根防水(平場)：既存残し　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Sｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

屋根防水(平場)：既存残し　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Sｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

屋根防水(平場)：既存残し　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Sｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

屋根防水(立上)：既存残し　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Sｻｰﾓ工法

既設ドレン　撤去・補修

シーリング

ステンレスパイプ80φ×20

機械はつり　100φ　L=150

ステンレス 1.2mm

200

1
5
0

新設ドレン詳細図

ステンレスビスM4

2
0
0

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事) 2020年5月

S S

T

T

UU

S-S矢視図

T-T矢視図 梁型詳細図(U-U矢視図)

町民ホール屋根伏図

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ(変成ｼﾘｺｰﾝ系)

Ｒ階平面図２【町民ホール】【改修】

既設ドレン　撤去・補修

新設：VTドレン　縦75
機械はつり100mm L=150機械はつり100mm L=150

新設：VTドレン　縦75

勾配調整　ﾓﾙﾀﾙ塗り

勾配調整　ﾓﾙﾀﾙ塗り
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町民ホール断面詳細図

町民ホール天井伏図
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町民ホール

風 除  室職員会議室 Ｗ　ＷＣ Ｍ　ＷＣ

Ｐ・Ｔ

※特記のない高圧水洗浄の水圧は10MPaとする

軒天ﾎﾞｰﾄﾞ：高圧水洗浄後、外装薄塗り　水性反応型ｴﾏﾙｼｮﾝ　防藻・防ｶﾋﾞ性

軒天ﾎﾞｰﾄﾞ：高圧水洗浄後、外装薄塗り　水性反応型ｴﾏﾙｼｮﾝ　防藻・防ｶﾋﾞ性

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し吹付ﾀｲﾙ：高圧水洗浄後、外装薄塗り　水性反応型ｴﾏﾙｼｮﾝ　防藻・防ｶﾋﾞ性

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し吹付ﾀｲﾙ：高圧水洗浄後、外装薄塗り　水性反応型ｴﾏﾙｼｮﾝ　防藻・防ｶﾋﾞ性

鉄部塗装：ｸﾞﾗﾌｧｲﾄﾍﾟｲﾝﾄ塗り

鉄部塗装：ｸﾞﾗﾌｧｲﾄﾍﾟｲﾝﾄ塗り

一級建築士登録第143670号
鈴木　憲一 A-1：1/100

A-3：1/200

2020年5月

改修

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

Ａ

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)

１階天井伏図【町民ホール】【改修】 29



水上詳細図

A-1：1/ 50

改修

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

一級建築士登録第143670号 ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

鈴木　憲一 Ａ

2,495

通路
委員会室

会議室

執務室

4504,000

執務室

▼GL

矩計図

改修

A-3：1/100
A-1：1/20
A-3：1/40

ﾀｲﾙ：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

ﾀｲﾙ：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

ﾀｲﾙ：ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ　薬剤洗浄(ｸﾘﾝｽﾄﾝ洗浄程度)

※1　作業手順を下記に記す ※2　作業手順を下記に記す

①　目地ｼｰﾙ撤去打替(PU-2) ①　高圧水洗浄(目地汚れ落し)

②　高圧水洗浄 ②　ﾀｲﾙ目地補修(目地詰め)

③　既存脆弱塗装ｹﾚﾝ除去 ③　ﾀｲﾙ面酸洗い(目地詰めｱｸ落し、ﾀｲﾙ汚れ落し)
④　立上り入隅ｼｰﾙ打設(PU-2) ④　ｱﾛﾝｸﾘｱｳｫｰﾙ

※特記のない高圧水洗浄の水圧は10MPaとする ※特記のない高圧水洗浄の水圧は10MPaとする

水下詳細図

450 2,495

1
7
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0
0

450 2,495

2
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3
3
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5
0
程

度

※2

※1

※2

※1

5
0
程

度

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ上部：塗布防水　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Mｻｰﾓ工法
ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

⑤　ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Mｻｰﾓ工法　同等品

⑥　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

天井面ﾀｲﾙ補修：ﾈｯﾄﾊﾞﾘﾔｰ工法　ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ風吹付塗装仕上(ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗り)

矩計図【庁舎棟】【改修】

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事) 2020年5月

Ａ

Ａ

Ａ
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ＷＷＣ ＭＷＣ 階段室 A

執務室

町民ホ－ル

化粧室 化粧室 ＥＶ

階段室 B　

ＰＳ

ＥＳ

ＰＳ

執務室

通　　路

書　庫　B

湯沸室

書　庫　C

出納室

金融機関派出所

収入役室

EV 機械室

文書室

受　付

風除室

町民相談室

ＷＷＣ ＭＷＣ

身障者用ＷＣ ＰＳ

化粧室 化粧室
宿直室

和　室

押入

洗面・脱衣

浴　室

職員会議室ボンベ置場

ﾊﾞｲｸ・自転車置場 B

食　堂

職員福利厚生室

踏　　込 押入ＰＳ

健康相談室更衣室

更衣室

職員入口

公害測定機室

ドライエリヤ

DN

DN

DN

DN

DN

DN

UP

UP

UP

DN

56,000

4,000 4,000 24,000 4,000 4,000 4,0004,000 4,000 4,000

スロープ

スロープ

１階平面図

101書庫

1階機械室

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

一級建築士登録第143670号 ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

鈴木　憲一 A-1：1/400 Ａ
A-3：1/800

改修 既存桝既存桝 既存桝

アスファルト舗装
VP125 VP125

アスファルト舗装
VP125

アスファルト舗装

VP125
タイル貼り補修

新設：雨水桝300 ×400　格子蓋

新設：雨樋

新設：雨樋 新設：雨樋 新設：雨樋

タイル貼り補修

タイル貼り補修

既設配管

既設配管

新設：雨水桝450 ×700　格子蓋

新設：雨水桝450 ×700　格子蓋

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)

雨水配管図【改修】

2020年5月

既設：Ｕ字溝

新設：雨水桝300 ×400　格子蓋
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ＳＣＡＬＥ

ＤＡＹＣＨＥＣＫ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ

Ａ
一級建築士登録第143670号

鈴木　憲一 A-1：1/100
A-3：1/200
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空調機械室
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ピット

ＰＳ消火栓ポンプ室
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SKD-1

両開きオートドア2連

0 0 11 0

200

安定被膜促進処理

6mm熱線反射ｶﾞﾗｽ（ｼﾙﾊﾞｰ）

　風除室 SKD-2 　町民ホール

Fixスクリーン

0 0 1

0 0 0 0 1

耐候性鋼

200

安定性被膜促進処理

6mm熱線反射ｶﾞﾗｽ（ｼﾙﾊﾞｰ）

SKD-3

Fixスクリーン

耐候性鋼

Fix Fix Fix Fix Fix Fix

SKD-4 　町民ホール

排煙外倒し窓6連

耐候性鋼

0 1

　町民ホール

1

0 1

　福利厚生棟屋上 　5階機械室

6mm熱線反射ｶﾞﾗｽ（ｼﾙﾊﾞｰ）

Fix Fix Fix Fix

0 1

　オペレーター装置

　・ドアチェック（ストップなし）

　・握玉付シリンダー錠

　・丁番

　・クッションゴム

エアタイト型

86

耐候性鋼

200

安定被膜促進処理

6mm熱線反射ｶﾞﾗｽ（ｼﾙﾊﾞｰ）

　・ドアエンジン一式

ミラクルスイッチ

安定被膜促進処理

800 800

1
,
9
0
0

800 800

2
,
0
0
0

1,670 1,910 1,910 1,830

12060 60

2
7
5

5
0
5
0

2
5
0

5
0

2
5
05
0

5
0
5
0

2
5
0

2
5
0

2
5
0

2
7
5

2
,
1
0
0

2
7
5

5
0
5
0

2
5
0

5
0

2
5
05
0

5
0
5
0

2
5
0

2
5
0

2
5
0

2
7
5

2
,
1
0
0

5
4
9

2
,
4
5
1

5
,
1
0
0

1,800 1,880 1,880 1,880 1,880 1,640

2
,
0
0
0

120 120 120 120 120

5
3
6

2
,
4
5
1

2
,
9
8
7

890 1,500 1,130 1,130 1,500 1,050
60 60 120 60 60

11,560

7,560

7,560

1,600

1,820 1,810 1,810 1,810 1,810 1,820

11,080

6
0
0

40 40 40 40 40

500

9
0
0

900

9
0
0

2,500

2
,
0
0
0

2
,
0
0
0

2,500

記 号

種 類

階 別

個 数

材 質

見 込

仕 上

硝 子

金 物

記 号

種 類

階 別

個 数

材 質

仕 上

硝 子

金 物

備 考

記 号

種 類

階 別

個 数

材 質

見 込

仕 上

硝 子

金 物

備 考

記 号

種 類

階 別

個 数

材 質

見 込

仕 上

硝 子

金 物

備 考

記 号

種 類

階 別

個 数

材 質

見 込

仕 上

硝 子

金 物

備 考

備 考

見 込

1 2 3 4 計 1 2 3 4 計 計 計5

計地下 1 2 3 4 計 計屋上

1 2 3 4 計 1 2 3 4 計

1 計 1 2 3 4 計2 3 4

ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

2 2

建具表２【現況】

1期:-　2期:2 1期:-　2期:1 1期:3　2期:- 1期:1　2期:-

1期:-　2期:1 1期:-　2期:1 1期:2　2期:-

1期:-　2期:- 1期:-　2期:-

1期:-　2期:- 1期:-　2期:-

2020年5月庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)

厚生棟

厚生棟

厚生棟

厚生棟

38



ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＹＣＨＥＣＫ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ

Ａ
一級建築士登録第143670号

鈴木　憲一 A-1：1/100
A-3：1/200

UP

空調機械室

倉庫

ドライエリヤ
書庫

ピット

ＰＳ消火栓ポンプ室

UP

Ｅ

２ ４ ６ ７

Ｅ

Ｆ Ｆ

２ ４ ６ ７

AD
警備室

AW

AW

AD

厚生棟地下１階平面図

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)

AD
4

4

改修

地下１階建具キープラン【改修】

7

2020年5月

…2期工事：庁舎棟
町民ホールを示す

…2期工事：厚生棟
　　　　　を示す

1

1
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ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＹＣＨＥＣＫ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ

Ａ
一級建築士登録第143670号

鈴木　憲一 A-1：1/100
A-3：1/200

１階平面図

１ ２ ４ ６ ８ 10 13３ ５ ７ ９ 11 12

風除室

ＷＷＣ ＭＷＣ

身障者用ＷＣ ＰＳ

化粧室 化粧室宿直室

和　室

職員会議室ボンベ置場

職員福利厚生室

押入ＰＳ

更衣室

更衣室

職員入口

ドライエリヤ

DN

DN

DN

DN

DN

UP

DN

町民ホ－ル

食　堂

執務室

化粧室 化粧室 ＥＶ

階段室 B　

ＰＳ

ＥＳ

ＰＳ

執務室

通　　路

湯沸室

書　庫　C

出納室

金融機関派出所

文書室

DN

UP

UP

スロープ

スロープ

ＷＷＣ ＭＷＣ 階段室 A

健康相談室

収入役室

101書庫 1階機械室

EV 機械室

書　庫　B

洗面・脱衣

浴　室
押入

総合受付

像

踏　　込

公害測定機室

１ ２ ４ ６ ８ 10 13３ ５ ７ ９ 11 12

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ａ

Ｂ

町民相談室

×9
4

3

AW AW

AD

ADAWAW
2 2

AD

AD

AW

AW
4

×4

2 2
AW

AW
1
AW

1
AW AW

1
AW AW

11

AW

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

11
4

3

5

バイク・自転車置場 B

6

1A

改修

１階建具キープラン【改修】

AW AW AW AW AW AW AW AW AW AW
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

2020年5月庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)

新設：戸当たり
※A-31参照

…2期工事：庁舎棟
町民ホールを示す

…2期工事：厚生棟
　　　　　を示す
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AW
1

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＹＣＨＥＣＫ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ

Ａ
一級建築士登録第143670号

鈴木　憲一 A-1：1/100
A-3：1/200

１ ２ ４ ６ ８ 10 13

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

３ ５ ７ ９ 11 12

Ｃ

Ｂ

Ａ Ａ

Ｂ

Ｃ

１ ２ ４ ６ ８ 10 13３ ５ ７ ９ 11 12

２階平面図

熱源機器置場

キュービクル
発電機

ＷＷＣ ＭＷＣ 階段室 A

執務室

町民ホ－ル

化粧室 化粧室 ＥＶ

階段室 B　

ＰＳ

ＥＳ

ＰＳ

UP
DN

UP

DN

防
災
無
線
室
新
設

図面保管室

図面保管庫

202書庫

201書庫

ＤＳ

公　室

湯沸室

DN

AW
1

AW
1

AW AW
65

AW

AW

職員会議室屋根

1
AG

執務室 副町長室

前室

応接室

町長室

9

AW AW
1

AW
1

AW
1

ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

1

AG
2

AG

AD

1

1A

改修

２階建具キープラン【改修】

AW AW AW AW AW AW AW AW AW
1 1 1 1 1 1 1 1 1

8

2020年5月庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)

…2期工事：庁舎棟
町民ホールを示す

…2期工事：厚生棟
　　　　　を示す

AW
9A
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ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＹＣＨＥＣＫ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ

Ａ
一級建築士登録第143670号

鈴木　憲一 A-1：1/100
A-3：1/200

１ ２ ４ ６ ８ 10 13

Ｄ Ｄ

３ ５ ７ ９ 11 12

１ ２ ４ ６ ８ 10 13３ ５ ７ ９ 11 12

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ａ

３階平面図

ＷＷＣ

会議室 3 会議室 2 会議室 1

化粧室 化粧室

書　庫 教育長室 執務室

湯沸室ＥＶ

階段室 A

通　路

階段室 B　

ＰＳ

ＥＳ

ＰＳ

UP
DN

UP

DN

ＭＷＣ

第1小会議室 3階物品倉庫

301書庫

ＤＳ

町民ホール屋根

AW

AW

AW
6
AW

5

9

5

改修

３階建具キープラン【改修】

AW AW AW AW AW AW AW AW AW AW
1 1 1 1 11 1 1 1 1

AW
1

AW
1

AW
1

AW
1

AW
1

AW
1

AW AW
1

AW
1

AW
11A

2020年5月庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)

…2期工事：庁舎棟
町民ホールを示す

AW
12
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ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＹＣＨＥＣＫ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ

Ａ
一級建築士登録第143670号

鈴木　憲一 A-1：1/100
A-3：1/200

化粧室 ＥＶ

階段室 A

階段室 B　

ＰＳ

ＷＷＣ

応接室 正副議長室

機械室

ロビ－
議　場

倉庫 A

ﾓﾆﾀ-室
全員協議会室

通　路

通　路

UP

UP

DN

DN

UP

UPUP

４階平面図

議員控室監査委員会室

第３委員会室 第２委員会室 第１委員会室

サーバー室

電話設備室

特別会議室

湯沸室ＰＳ

電気室

倉庫B
ＭＷＣ

会議室

ＥＳ

図書室

更衣室

AW

AW

AW

AW

AW

AW

AW

AW

AW

AW

5

6

×40

6

議会事務局

１ ２ ４ ６ ８ 10 13３ ５ ７ ９ 11 12

１ ２ ４ ６ ８ 10 13３ ５ ７ ９ 11 12

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

10

8

10

5

6
AW

AW
5

AW
8

AW
8 ×22×18

9

改修

４階建具キープラン【改修】

10A10A

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)

AW

…2期工事：庁舎棟
町民ホールを示す

12

2020年5月
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1 2 3 4 計

ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＹＣＨＥＣＫ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ

Ａ
一級建築士登録第143670号

鈴木　憲一 A-1：1/100
A-3：1/200

改修

記 号

種 類

階 別

個 数

材 質

見 込

仕 上

硝 子

金 物

備 考

1 2 3 4 計 計1 2 3 4

記 号

種 類

階 別

個 数

材 質

仕 上

硝 子

金 物

備 考

見 込

計 1 2 3 4 計 計 計

記 号

種 類

階 別

個 数

材 質

見 込

仕 上

硝 子

金 物

備 考

記 号

種 類

階 別

個 数

材 質

見 込

仕 上

硝 子

金 物

備 考

アルミ

AW-1

70

電解着色

両袖片引き窓

ＭＴＧ-７０Ｒ同等品

クレセント・戸車

網戸（ＳＵＳ）

付属金物一式

執務室・出納室・収入役室・副町長室・応接室

1
,
5
6
5

1
0
0

1
,
0
0
5

2
,
6
7
0

Ｆ

3,020

ブラインド縦型
Ｗ＝3220

Ｆ

Ｆ

Ｆ

800 40 1,340 40 800

Low-E6+A6+FL6

2
,
6
7
0

1
,
0
0
5

1
,
5
6
5

1
0
0

アルミ

70

電解着色

1 1 1 3

ＭＴＧ-７０Ｒ同等品

クレセント・戸車

網戸（ＳＵＳ）

付属金物一式

書庫Ｂ・図面保管室・会議室３

Ｆ

3,020

ＦＩＸランマ片引き窓

3
0
0

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

800 40 1,340 40 800

Low-E6+A6+FL6

AW-1A

計1 2 3 4

1
,
8
4
0

片引き窓

4 4

アルミ

ＭＴＧ-７０Ｒ同等品

70

電解着色

クレセント・戸車

網戸（ＳＵＳ）

付属金物一式

公害測定機室・職員入口・職員福利厚生室・食堂

Ｆ Ｆ

1,000 40 1,350 100 1,350 40 1,000

4,880

ブラインド縦型

Ｗ＝5080

Ｈ＝2000

Low-E6+A6+FL6

AW-2

計1 2 3 4

1
,
8
4
0

Ｆ Ｆ

1 1

アルミ

70

電解着色

1,645 100 1,645 100 1,645 100 1,645

6,880

Low-E6+A6+FL6

AW-3 食堂

2 13 15

片開き窓

警備室・空調機械室・更衣室・健康相談室・和室・職員会議室

1
,
8
4
0

アルミ

ＭＴＧ-７０Ｒ同等品

70

電解着色

付属金物一式

ハンドル・丁番

アコーデオン網戸 480

Low-E6+A6+FL6

AW-4

アルミ

ＦＩＸ窓

70

電解着色

付属金物一式

Ｆ

階段室Ｂ

1

680

6
3
0

Low-E6+A6+FL6

ＭＴＧ-７０Ｒ同等品

AW-5

ＦＦ 6
3
0

680

ＦＩＸ窓

AW-6 図書保管室・第１小会議室・更衣室・サーバー室

1 1

アルミ

70

電解着色

Low-E6+A6+FL6

付属金物一式

ＭＴＧ-７０Ｒ同等品

アルミ

ＭＴＧ-７０Ｒ同等品

70

電解着色

たてすべり出し窓

ハンドル・丁番

特別会議室・第１委員会室・第２委員会室・第３委員会室

1
,
4
5
0

650

Low-E6+A6+FL6

AW-8

アルミ

1

ＭＴＧ-７０Ｒ同等品

70

電解着色

1,000 40

ＦＩＸ窓ランマ片引き窓

クレセント・戸車

Ｆ

Ｆ

通路・ロビー

1
,
5
6
5

1
0
0

1
,
0
0
5

2
,
6
7
0

2,080

3,120

Low-E6+A6+FL6

付属金物一式

AW-9

アルミ

70

電解着色

ＭＴＧ-７０Ｒ同等品

ＦＩＸランマ両袖片引き窓

クレセント・戸車

監査委員会室・議員事務局

Ｆ Ｆ

Ｆ

Ｆ

2
,
6
7
0

1
,
0
0
5

1
0
0

1
,
5
6
5

1,330 40 1,330 40 1,330

4,070

ブラインド縦型
Ｗ＝4270
Ｈ＝2600

Low-E6+A6+FL6

付属金物一式

AW-10

アルミ Ｆ

1,480

2
,
0
0
0

両開き框ドア（腰パネル）

2

ＭＴＧ-７０Ｒ同等品

空調機械室・警備室

錠前・ＤＣ

付属金物一式

70

電解着色

Low-E6+A6+FL6

AD-1

アルミ

2
,
0
0
0

1
0
0

8
4
0

2
,
9
4
0

Ｆ

町民ホール

両開き框ドアランマＦＩＸ

ＭＴＧ-７０Ｒ同等品

錠前・ＤＣ

付属金物一式

70

電解着色

1,300

Low-E6+A6+FL6

アルミ

700

1
0
0

公害測定機室

片開き框ドアランマＦＩＸ

ＭＴＧ-７０Ｒ同等品

錠前・ＤＣ

付属金物一式

Ｆ

70

電解着色
4
4
0

2
,
0
0
0

2
,
5
4
0

Low-E6+A6+FL6

アルミ

ランマ外倒し付両開き框ドア

1 1

押棒・本締り錠・ＤＣ

オペレーター装置

付属金物一式

ＭＴＧ-７０Ｒ同等品

70

電解着色

Low-E6+A6+FL6

2
,
0
0
0

4
4
0

1
0
0

1,600

90ﾟ

Ｆ

職員入口

100950

8
4
0

1
0
0

2
,
0
0
0

アルミ

1 1

アルミ

片開き框ドアランマＦＩＸ

ＭＴＧ-７０Ｒ同等品

70

電解着色

Low-E6+A6+FL6

750

2
,
0
0
0

4
5
0

2
,
5
5
0

1
0
0Ｆ

食堂AD-3 AD-4 AD-5 AD-6

15 16 19 50

空調工事　冷媒配管スペース(予定)

1 2 3B1 1 2 3 4 1 2 3 4

80 80

1 2 3 4 計

計 1 2 3 4 計 1 2 3 4 計 1 2 3 4 計 1 2 3 4 計B1 1 2 3

2 1 1 1 1

アルミ

ＭＴＧ-７０Ｒ同等品

70

電解着色

引違い窓

1 1

クレセント・戸車

網戸（ＳＵＳ）

付属金物一式

880

8
3
0

Low-E6+A6+FL6

宿直室

1 2 3 4 計

AW-11

アルミ

70

電解着色

ＭＴＧ-７０Ｒ同等品

ＦＩＸランマ両袖片引き窓

クレセント・戸車

監査委員会室・議員事務局

1
,
0
0
5

1
0
0

1
,
5
6
5

ブラインド縦型
Ｗ＝4270
Ｈ＝2600

Low-E6+A6+FL6

付属金物一式

1 2 3 4 計

AW-10A

3,260

2
,
6
7
0

40 40

Ｆ

Ｆ

Ｆ Ｆ

1,060 1,060 1,060

2 22 2

1期:30　2期:20 1期:-　2期:3 1期:-　2期:4 1期:-　2期:1

1期:5　2期:1 1期:4　2期:1 1期:40　2期:40

1期:2　2期:- 1期:-　2期:2 1期:-　2期:1

1期:-　2期:2 1期:-　2期:1 1期:-　2期:1 1期:-　2期:1 1期:-　2期:1

建具表１【改修】

2020年5月

2 3 6 3 5

付属金物一式

Ｈ＝2600

ブラインド横型
Ｗ＝850
Ｈ＝1500

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)

1期:-　2期:町民ホール　4

厚生棟　11

Ｆ

Ｆ

1,450

アルミ

70

電解着色

Ｆ Ｆ

Ｆ

2
,
0
0
0

1
0
0

通路

1

片開き框ドア袖ＦＩＸ窓

ＭＴＧ-７０Ｒ同等品

錠前・ＤＣ

付属金物一式

900 100 2,120

3,120

5
7
0

2
,
6
7
0

Low-E6+A6+FL6

1 2 3 4 計

AW-12

1 1 3

1期:3　2期:-

1 2 3 4 計

アルミ

70

電解着色

ＦＩＸ窓ランマ片引き窓

クレセント・戸車

Low-E6+A6+FL6

付属金物一式

1

AW-9A

ＭＴＧ-７０Ｒ同等品

1
,
5
6
5

1
0
0

1
,
0
0
5

2
,
6
7
0

Ｆ

Ｆ

1,0002,080

3,120

40

通路・ロビー

庁舎棟 庁舎棟

庁舎棟 庁舎棟 庁舎棟

庁舎棟 町民ホール 庁舎棟 庁舎棟

町民ホール 町民ホール

厚生棟 厚生棟

厚生棟 厚生棟 厚生棟

1 2 1

ﾊﾞｯｸﾁｪｯｸ付ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ

付属金物一式

錠前・ＤＣ

1期:-　2期:2 1期:-　2期:1

Ｆ

片引き窓

クレセント・戸車

網戸（ＳＵＳ）

付属金物一式

ＭＴＧ-７０Ｒ同等品

ブラインド縦型

Ｗ＝5080

Ｈ＝2000

※和室・食堂のみ網戸

ブラインド縦型

Ｈ＝2000
Ｗ＝680

※網戸・ブラインドは一階のみ

※三階11・12通り間のみ　網戸なし

ブラインド縦型
Ｗ＝3220
Ｈ＝2600
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ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＹＣＨＥＣＫ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ

Ａ
一級建築士登録第143670号

鈴木　憲一 A-1：1/100
A-3：1/200

改修

記 号

種 類

階 別

個 数

材 質

見 込

仕 上

硝 子

金 物

備 考

計計 計 計

記 号

種 類

階 別

個 数

材 質

仕 上

硝 子

金 物

備 考

見 込

記 号

種 類

階 別

個 数

材 質

見 込

仕 上

硝 子

金 物

備 考

記 号

種 類

階 別

個 数

材 質

見 込

仕 上

硝 子

金 物

備 考

ＭＴＧ-７０Ｒ同等品

電解着色

70

アルミ

付属金物一式

錠前・ＤＣ

倉庫

11

750

1
,
9
5
0

B1 1 2 3

片開き框ドア(パネル・ガラリ付)

計2 3 4 5計計

計

アルミ

730

1
,
1
5
0

熱源機器置場

片開き框ドア

1 1

ＭＴＧ-７０Ｒ同等品

錠前・ＤＣ

付属金物一式

70

電解着色

1 2 3 4

福利厚生棟屋上

7
5
0

400防鳥網

付属金物一式

ガラリ窓

電解着色

70

ＭＴＧ-７０Ｒ同等品

アルミ

1 2 3 4

福利厚生棟屋上

800

7
5
0

ガラリ窓

1 1

アルミ

ＭＴＧ-７０Ｒ同等品

70

電解着色

付属金物一式

防鳥網

1 2 3 4

AG-1 AG-2

1,150 100 1,150

2,400

1
,
8
5
0

機械室

ガラリ窓

アルミ

70

電解着色

付属金物一式

防鳥網

11

ガラリ窓

アルミ

70

電解着色

付属金物一式

防鳥網

機械室

1,150 100 1,150

2,400

1
,
8
5
0

錠前・ＤＣ

付属金物一式

両開きフラッシュドア

スチール

40

ＳＯＰ

扉のみ交換

枠　SOP塗り

2
,
0
0
0

1600

機械室SD-3

2

2 3 4 5

3 3

2

2 3 4 5 2 3 4 5

2

AG-3

AG-4

AD-7 AD-8

2

1期:-　2期:1 1期:-　2期:1 1期:-　2期:2 1期:-　2期:1 1期:3　2期:-

1期:1　2期:- 1期:2　2期:-

建具表２【改修】

2020年5月庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)

厚生棟 厚生棟 厚生棟 厚生棟
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鋼管竪樋100φ：
2液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｴﾅﾒﾙ系塗り
錆止め共

西側駐輪場北立面図

ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＹＣＨＥＣＫ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ

Ａ
一級建築士登録第143670号

鈴木　憲一

改修

A-1：1/30
A-3：1/60

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ：高圧水洗浄
ﾊﾞｲｸ・自転車置場

ボンベ置場

15,000

350 300 3,200 300 3,200 300 3,200 300 3,200 300 350

15,000

350 150 3,500 150 3,200 300 3,200 300 3,200 300 350

3
0
0

9
0
0

2
0
0

9
0
0

500 500 西側駐輪場平面図

西側駐輪場東立面図

西側駐輪場南立面図

屋根：ｽﾚｰﾄ瓦取替屋根：ｽﾚｰﾄ瓦取替

壁、柱型部：高圧水洗浄後、

2
0
0

850 300 3,200 300 3,200 300 3,200 300 3,200 300 850

16,000

2
0
0 1
4
0

290 2,690 320

3,300

2
4
0

屋根：ｽﾚｰﾄ瓦取替

8503003,2003003,2003003,2003003,200300850

16,000

1
,
0
0
0

3
0
0

2
0
0

550 13,900 550
2
,
1
5
0

2
,
3
5
0

2
,
1
5
0

2
,
3
5
0

2
,
1
5
0

2
,
3
5
0

8
5
0

2
,
1
5
0

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ：高圧水洗浄 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ：高圧水洗浄

8
5
0

1
,
3
0
0

屋根

屋根

軒天

軒天 ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し(4方W150部)

吹付ﾀｲﾙ

ｽﾚｰﾄ瓦(ﾎﾞﾝﾍﾞ置場)

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し床

雨樋 鋼管竪樋100φ

建具 SD

外壁 ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し、北面一部掲示板

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放しの上、ｳﾚﾀﾝ防水

外部仕上げ表【現況】

屋根

屋根

軒天

軒天

床

雨樋

建具

外壁

外部仕上げ表【改修】

ｽﾚｰﾄ瓦取替

既存の上、高圧水洗浄

掲示板 掲示板合板厚5.5下地　掲示ｸﾛｽ

屋根防水(平場、立上)：高圧水洗浄後、

既存の上、高圧水洗浄後、外装薄塗り塗装E

壁部：高圧水洗浄後、防水形複層塗材E　ゆず肌仕上

壁、柱型部：高圧水洗浄後、防水形複層塗材E　ゆず肌仕上

壁、柱型部：高圧水洗浄後、防水形複層塗材E　ゆず肌仕上

既存の上、高圧水洗浄後、防水形複層塗材E　ゆず肌仕上

防水形複層塗材E　ゆず肌仕上

既存の上、2液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｴﾅﾒﾙ系塗り　錆止め共　支持金物ｽﾃﾝﾚｽ

鋼管竪樋100φ：2液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｴﾅﾒﾙ系塗り　錆止め共　支持金物ｽﾃﾝﾚｽ 鋼管竪樋100φ：2液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｴﾅﾒﾙ系塗り　錆止め共　支持金物ｽﾃﾝﾚｽ

外
壁

色
分

け
位

置

※特記のない高圧水洗浄の水圧は10MPaとする

2
,
3
0
0

3
,
2
0
0

既存の上、高圧水洗浄後、ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Aｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

既存の上、高圧水洗浄後、ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Aｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

屋根防水(平場、立上)：高圧水洗浄後、ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Aｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

屋根防水(平場、立上)：高圧水洗浄後、ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Aｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Aｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

既設鋼製扉撤去
新設：ネット両開き扉1800×1800

既存撤去の上、ネット両開き扉設置

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)

西側駐輪場詳細図1【改修】

2020年5月

鋼管竪樋100φ：2液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｴﾅﾒﾙ系塗り　錆止め共　

撤去・新設：支持金物ｽﾃﾝﾚｽ

鋼管竪樋100φ：2液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｴﾅﾒﾙ系塗り　錆止め共　

撤去・新設：支持金物ｽﾃﾝﾚｽ撤去・新設：支持金物ｽﾃﾝﾚｽ

鋼管竪樋100φ：2液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｴﾅﾒﾙ系塗り　錆止め共　鋼管竪樋100φ：2液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｴﾅﾒﾙ系塗り　錆止め共　

撤去・新設：支持金物ｽﾃﾝﾚｽ撤去・新設：支持金物ｽﾃﾝﾚｽ
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撤去

ﾊｯﾁ部：掲示板　撤去下地共



掲示板合板厚5.5下地　掲示ｸﾛｽ

ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＹＣＨＥＣＫ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ

Ａ
一級建築士登録第143670号

鈴木　憲一

改修

A-1：1/30
A-3：1/60

屋根：ｽﾚｰﾄ瓦取替

ﾊﾞｲｸ・自転車置場

3
0
0

9
0
0

2
0
0

9
0
0

2
,
4
0
0

3
,
3
0
0

西側駐輪場天井伏図

1
5
0

1
,
7
5
0

6
5
0

6
0
0

1
5
0

150 850 3,500 11,350 150

8
5
0

ﾎﾞﾝﾍﾞ置場

16,000

3
,
3
0
0

1
2
0

3
,
0
6
0

1
2
0

西側駐輪場屋根伏図

120 730 300 3,200 300 3,200 300 3,200 300 3,200 300 730 120

1
,
6
0
0

4,500

屋根：ｽﾚｰﾄ瓦取替

西側駐輪場詳細図2【改修】

目地：補修

目地：補修

屋根防水(平場、立上)：高圧水洗浄後、

高圧水洗浄後、外装薄塗り塗装E
ﾊｯﾁなし部(ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し部)：

見上げ枠(4方W150部)：高圧水洗浄後、
ﾊｯﾁ部：高圧水洗浄後、外装薄塗り塗装E

見上げ枠(4方W150部)：高圧水洗浄後、

ﾊｯﾁ部：高圧水洗浄後、外装薄塗り塗装E

※特記のない高圧水洗浄の水圧は10MPaとする

屋根

屋根

軒天

軒天 ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し(4方W150部)

吹付ﾀｲﾙ

ｽﾚｰﾄ瓦(ﾎﾞﾝﾍﾞ置場)

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し床

雨樋 鋼管竪樋100φ

建具 SD

外壁 ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放し、北面一部掲示板

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放しの上、ｳﾚﾀﾝ防水

外部仕上げ表【現況】

屋根

屋根

軒天

軒天

床

雨樋

建具

外壁

外部仕上げ表【改修】

ｽﾚｰﾄ瓦取替

既存の上、高圧水洗浄

掲示板

既存の上、高圧水洗浄後、外装薄塗り塗装E

既存の上、高圧水洗浄後、防水形複層塗材E　ゆず肌仕上

既存の上、2液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｴﾅﾒﾙ系塗り　錆止め共　支持金物ｽﾃﾝﾚｽ

既存の上、2液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｴﾅﾒﾙ系塗り　錆止め共　枠共(両面)

既存の上、高圧水洗浄後、ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Aｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

既存の上、高圧水洗浄後、ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Aｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Aｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Aｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

ｱﾄﾑﾚｲｽﾞJS-Aｻｰﾓ工法　ﾚｲｽﾞﾄｯﾌﾟSG仕上げ　同等品

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事) 2020年5月

撤去
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Ｄ

通路
委員会室

会議室

執務室

執務室

▼GL

4,000 450 2,495

仮設計画断面図

改修

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

一級建築士登録第143670号 ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

鈴木　憲一 ＡA-1：1/ 50
A-3：1/100

A-1：1/200
A-3：1/400

外部足場　棚足場

外部足場　単管足場
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階段室 B　

DN
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例規室 物品倉庫8,
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0

35
0

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13

熱源機器置場

職員会議室屋根

4,000 4,000 24,000 4,000 6,000 6,000 4,000 4,000

56,000

32,400

外部足場　棚足場　を示す

仮設計画平面図

外部足場　棚足場　を示す

仮設計画平面図

棚足場　H＝10ｍ

ﾊｯﾁ部：外部足場　くさび式足場　W900

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)

外部足場　くさび緊結式足場

ﾊｯﾁ部：外部足場　くさび緊結式足場

ﾊｯﾁ部：外部足場　くさび式足場　W900

ﾊｯﾁ部：外部足場　くさび緊結式足場

2020年5月

仮囲鉄板　H=2,000

仮囲鉄板　H=2,000

仮設計画図(参考)

植込

ボンベ置場
ﾊﾞｲｸ・自転車置場 B

1
2
,
00
0
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棚足場　H＝3.5ｍ

屋根上養生　脚立足場

※庭園との干渉をなるべく避けること

※ｽﾛｰﾌﾟ設置工事を行う際は点線を参考とする

※自転車置き場・スロープ設置工事は足場撤去後に行う

※庁舎西側入り口・町民ホール東側入口は通行可能とし

壁・天井面を囲うこと



現況
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一級建築士登録第122651号
松村　久夫

平面図【現況】　S=1/50
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 ・・・撤去範囲を示す

 ・・・舗装面撤去範囲を示す

1,000

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事（２期工事） 2020年5月

スロープ設置工事平面図【現況】

樹木 抜根(伐採済)

樹木 抜根(伐採済)

撤去タイル
※タイルは全て撤去

5
0
0
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床

現況仕上表
モルタル金ごて

防滑外床用タイル150×150
風除室

天井
軽量鉄骨天井下地

けい酸カルシウム板張り厚6　EP-G塗り

床

軒天

立上

モルタル金ごて　タイル150×150

モルタル金ごて

手すり：SUS304製
撤去

撤去

外部

屋根 鉄板

ボード

アスファルト舗装 撤去



1
,
0
0
0

ＤＡＹ

ＳＣＡＬＥ

Ａ1/50

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ

ＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

一級建築士登録第122651号
松村　久夫

改修後
5,000 3,000 3,600

ＡＢＣＤ

8,000 4,000 8,000350

ＷＷＣ 化粧室 階段室Ｂ

200 200

水道メーター
670×1,200

消火栓
410×610

上水弁

１
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散水栓
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制水弁

(2,000南側に移設)

(2,000南側に移設)

5
,
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0

3,500

ライン引き

ライン引き

平面図【改修後】　S=1/50

車椅子ライン引き

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事（２期工事） 2020年5月

スロープ設置工事平面図【改修】
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※撤去による破損部は補修すること。(既存合せ)

床
防滑外床用タイル150×150

モルタル金ごて

基礎部
モルタル金ごて

階段

床：モルタル金ごて

　　防滑外床用タイル150×150

　　(段鼻：角垂れ・ノンスリップ用凹凸付)

手すり：SUS304製　HL　t2.0

外部

基礎・壁
　　　　　(壁部笠木：モルタル金ごて)

床
モルタル刷毛引き

手すり
手すり：SUS304製　HL　t2.0

スロープ

踊場

改修後仕上表

GL±0

コンクリート製車止め　W600

アスファルト舗装復旧(A-5-15)

1
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4

5

170
2,6102,535

170
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基礎：モルタル金ごて　

モルタル金ごて
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立面図【現況】　S=1/50

改修後
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Ａ1/50

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ

ＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

一級建築士登録第122651号
松村　久夫

現況

立面図【現況】　S=1/50  ・・・撤去範囲を示す

 ・・・撤去範囲を示す

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事（２期工事） 2020年5月

スロープ設置工事立面図【現況・改修】

立面図【現況】　S=1/50
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A

柱状改良　500φ
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ＳＣＡＬＥ

Ａ1/50

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ

ＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

一級建築士登録第122651号
松村　久夫

改修後

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事（２期工事） 2020年5月

スロープ設置工事詳細図【改修】
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平面図【改修後】　S=1/50
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モルタル塗り　厚20
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モルタル塗り　厚20
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C部分断面A部分断面 B部分断面

ホールアンカー　D10@200

L=2.45ｍ　33本

柱状改良　500φ
L=2.45ｍ　

階段断面図【改修後】　S=1/50 スロープ断面図【改修後】　S=1/50
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1

7 8

14 15 16 17 18

13 12 11 10 9 8 7

北面立面図

U00

(0.03)

調査事項 備考 単位 凡例

タイルひび割れ
ひび割れ ｍ

(幅0.2mm以上)

浮き タイル剥離 ｍ2

欠損等 タイル欠損・爆裂 か所

※図面値は調査可能範囲を図示した調査参考値である

※外壁面の事前調査を行い、各数量が決まり次第打合せを行い、

　内容決定次第施工する事とする

K1

U1

K1

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

鈴木　憲一
一級建築士登録第143670号

A-1：1/ 50
A-3：1/100

庁舎外壁・建具・屋上改修工事(２期工事)

外壁調査図１ Ａ

2020年5月
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現況
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C D

A B

1 2 3 4 5 6

8 9 10 11 12 13

18 19 20 21 22 23

8 7 6 5 4 3 2 1

北面立面図

(0.90)

(0.40)

(0.10)

(0.55)

(1.18)

(1.79)

(2.60)

(1.54)

(2.27)

(0.90)

(0.28)

(0.30)(0.40)

(1.40)

(0.22)

(0.30)

(1.60)(1.14)

(0.24)

(0.85)
(0.30)

(0.30)

(0.10)
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(3.19)
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(1.90)
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(8.14)

K00

(1.48)

K00

(0.22)
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(1.80)
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(1.38)
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(0.30)
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(0.10)
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(0.02)
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(0.08)

U00

(0.15)

U00

(0.11)

U00

(0.01)

U00

(0.03)

K00

(1)

調査事項 備考 単位 凡例

タイルひび割れ
ひび割れ ｍ

(幅0.2mm以上)

浮き タイル剥離 ｍ2

欠損等 タイル欠損・爆裂 か所

※図面値は調査可能範囲を図示した調査参考値である

※外壁面の事前調査を行い、各数量が決まり次第打合せを行い、

　内容決定次第施工する事とする

K1

U1

K1

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

Ａ鈴木　憲一
一級建築士登録第143670号

A-1：1/ 50
A-3：1/100

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)

外壁調査図２

2020年5月
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現況
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】
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議員会室下面ﾀｲﾙ図

議員会室下面ﾀｲﾙ図

調査事項 備考 単位 凡例

タイルひび割れ
ひび割れ ｍ

(幅0.2mm以上)

浮き タイル剥離 ｍ2

欠損等 タイル欠損・爆裂 か所

※図面値は調査可能範囲を図示した調査参考値である

※外壁面の事前調査を行い、各数量が決まり次第打合せを行い、

　内容決定次第施工する事とする

K1

U1

K1

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

Ａ鈴木　憲一
一級建築士登録第143670号

A-1：1/ 50
A-3：1/100

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)

外壁調査図３

2020年5月
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現況
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1
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14 15 16 17 18

北立面図【窓廻り】

(0.80)

K00

(0.03)

U00

調査事項 備考 単位 凡例

タイルひび割れ
ひび割れ ｍ

(幅0.2mm以上)

浮き タイル剥離 ｍ2

欠損等 タイル欠損・爆裂 か所

※図面値は調査可能範囲を図示した調査参考値である

※外壁面の事前調査を行い、各数量が決まり次第打合せを行い、

　内容決定次第施工する事とする

K1

U1

K1

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

Ａ鈴木　憲一
一級建築士登録第143670号

A-1：1/ 50
A-3：1/100

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)

外壁調査図４

2020年5月
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現況
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北立面図【窓廻り】

(2.20)

K00

(1.40)

K00

(0.10)

K00

(0.50)

K00

(0.30)

K00

(1.20)

K00

(0.60)

K00

(0.09)

U00

U00 U00

(0.01) (0.01)

(0.37)

U00

(0.03)

U00

(0.04)
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U00 U00

(0.03) (0.01)

(0.23)

U00

(0.02)

U00

U00

(0.01)

(0.01)

U00

調査事項 備考 単位 凡例

タイルひび割れ
ひび割れ ｍ

(幅0.2mm以上)

浮き タイル剥離 ｍ2

欠損等 タイル欠損・爆裂 か所

※図面値は調査可能範囲を図示した調査参考値である

※外壁面の事前調査を行い、各数量が決まり次第打合せを行い、

　内容決定次第施工する事とする

K1

U1

K1

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

Ａ鈴木　憲一
一級建築士登録第143670号

A-1：1/ 50
A-3：1/100

庁舎外壁・建具・屋上防水改修工事(２期工事)

外壁調査図５

2020年5月
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現況
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東面立面図

(0.87)

(1.91)

(0.30)

(1.78)

K00

(4.86)
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(4.76)

(2.68)

(0.51)

(1.57)

K00

(2.10)

K00

(3.25)

K00

(0.30)

(0.05)

(0.02)

(0.03)

(0.43)

U00

(0.36)

(0.79)

U00

(0.10)

U00

(0.01)

U00

(1.40)

U00

(0.18)

U00

(0.41)

U00

(0.99)

K00

(1)

K00

(2)

K00

(3)

調査事項 備考 単位 凡例

タイルひび割れ
ひび割れ ｍ

(幅0.2mm以上)

浮き タイル剥離 ｍ2

欠損等 タイル欠損・爆裂 か所

※図面値は調査可能範囲を図示した調査参考値である

※外壁面の事前調査を行い、各数量が決まり次第打合せを行い、

　内容決定次第施工する事とする

K1

U1

K1

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

Ａ鈴木　憲一
一級建築士登録第143670号

A-1：1/ 50
A-3：1/100外壁調査図６
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現況



3

90° 90° 90° 90° 90° 90° 90° 90°

2

90° 90° 90° 90° 90° 90° 90° 90°

1

B

A

外 内

外

内

内

外

内外

外

内

内

外

内 外

外内

a

a’

東立面図【4Fベランダ】

東立面図【3Fベランダ】

東立面図【2F窓廻り】

▼4F

▼3F

▼2F

▼4F

▼4F

委員会室東側面図

委員会室西側面図

調査事項 備考 単位 凡例

タイルひび割れ
ひび割れ ｍ

(幅0.2mm以上)

浮き タイル剥離 ｍ2

欠損等 タイル欠損・爆裂 か所

※図面値は調査可能範囲を図示した調査参考値である

※外壁面の事前調査を行い、各数量が決まり次第打合せを行い、

　内容決定次第施工する事とする

K1

U1

K1

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

Ａ鈴木　憲一
一級建築士登録第143670号

A-1：1/ 50
A-3：1/100外壁調査図７
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現況



4

3

2

a

Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

西面立面図

K00

(2.90)

(2.30) (0.60)

(1.85)

(2.06)

(0.60)

(0.20)(0.30)

(0.10)

(0.10)

(0.10)

(0.80)

(0.80)

(0.40)

(0.70)

(0.30)
(0.20)

(0.60)

(0.10)

(0.50)

(0.90)

(0.60)

(1.00)

(0.30)
U00

U00

(0.02)

(0.03)

U00
(0.53)

U00

(0.21)

U00

(0.29)

U00

(0.07)

U00

(0.03)

U00

(0.55)

U00

(0.02)

U00 U00

(0.03)(0.13)

U00

(0.33)
U00

(0.02)

U00

(0.01)

U00

(0.20)

U00

(0.50)

U00

(0.01)

K00

(1)

K00

(8)

一級建築士登録第143670号
鈴木　憲一 A-1：1/50

A-3：1/100

2020年5月

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

Ａ外壁調査図８
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調査事項 単位備考 凡例

ｍ
タイルひび割れ

ひび割れ

浮き ｍ2タイル剥離

タイル欠損・爆裂 か所欠損等

(幅0.2mm以上)

※図面値は調査可能範囲を図示した調査参考値である

※外壁面の事前調査を行い、各数量が決まり次第打合せを行い、

　内容決定次第施工する事とする

K1

U1

K1



4

90° 90° 90° 90° 90° 90° 90° 90°

3

90° 90° 90° 90° 90° 90° 90° 90°

2

内外 a

外

内

内外 a’

外

内

外

内

内 外

内 外

内

外

西立面図【4Fベランダ】

▼4F

西立面図【3Fベランダ】

▼3F

西立面図【2F窓廻り】

▼2F

議員控室西側面図

▼4F

▼4F

議員控室東側面図

一級建築士登録第143670号
鈴木　憲一 A-1：1/50

A-3：1/100

2020年5月

ＤＡＹＣＨＥＣＫ ＣＯＮ．ＮＡＭＥ

ＰＩＣ．ＮＡＭＥ ＳＣＡＬＥ

Ａ外壁調査図９
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調査事項 単位備考 凡例

ｍ
タイルひび割れ

ひび割れ

浮き ｍ2タイル剥離

タイル欠損・爆裂 か所欠損等

(幅0.2mm以上)

※図面値は調査可能範囲を図示した調査参考値である

※外壁面の事前調査を行い、各数量が決まり次第打合せを行い、

　内容決定次第施工する事とする

K1

U1

K1


